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圧
倒
的
勝
利

圧
倒
的
勝
利

　

圧
巻
だ
っ
た
。
会
場
に
い
た
誰
も
が

決
勝
戦
は
志
賀
中
と
富
来
中
だ
と
予
感

し
た
。

　

羽
咋
市
の
唐
戸
山
相
撲
場
で
、
羽
咋

郡
市
の
中
学
校
６
校
（
羽
咋
中
、
邑
知

中
、
押
水
中
、
志
雄
中
、
志
賀
中
、
富

来
中
）
が
集
ま
り
繰
り
広
げ
ら
れ
る
伝

統
の
戦
い
。

　

団
体
予
選
リ
ー
グ
戦
で
、
志
賀
中
と

富
来
中
が
他
校
を
圧
倒
し
た
。
志
賀
中

（
柳
川
龍
之
介
、川
口
采
人
、岡
崎
武
留
、

加
藤
豊
、
谷
内
隆
太
）
は
５
選
手
が
一

度
も
負
け
る
こ
と
な
く
20
連
勝
で
１
位

通
過
。
富
来
中
（
野
坂
彰
英
、林
拓
哉
、

土
田
勇
介
、
山
本
尚
輝
、
曽
原
奎
祐
）

も
何
度
か
敗
れ
た
も
の
の
、
チ
ー
ム
は

負
け
な
し
で
２
位
通
過
を
果
た
し
た
。

（
自
校
を
除
く
５
校
中
４
校
と
対
戦
）

　

迎
え
た
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
、
富

来
中
が
接
戦
の
末
に
予
選
３
位
通
過
の

羽
咋
中
に
２
勝
３
敗
で
敗
れ
た
。
こ
の

時
点
で
富
来
中
の
３
位
が
確
定
し
、
決

勝
戦
で
志
賀
中
と
対
戦
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
た
。

　

目
の
前
で
富
来
中
が
敗
れ
、
優
勝
の

可
能
性
が
あ
る
の
は
志
賀
中
だ
け
と

な
っ
た
。「
な
ん
と
し
て
も
勝
っ
て
ほ

し
い
」
応
援
に
駆
け
つ
け
た
志
賀
中
と

富
来
中
の
生
徒
が
そ
う
願
っ
た
。

　

予
選
４
位
の
邑
知
中
対
志
賀
中
。
応

援
団
の
熱
い
声
援
を
受
け
、
予
選
か
ら

負
け
な
し
の
５
連
勝
で
志
賀
中
は
勝
利

し
た
。
２
年
連
続
で
羽
咋
中
と
の
決
勝

戦
と
な
っ
た
。

　

昨
年
の
決
勝
戦
で
惜
し
く
も
敗
れ
、

悔
し
い
思
い
を
し
た
選
手
が
５
人
中
４

人
残
っ
て
い
る
。
負
け
ら
れ
な
い
一
戦

を
前
に
し
て
も
、
選
手
た
ち
の
表
情
か

ら
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

　

会
場
の
熱
気
も
一
段
と
高
く
な
り
、

志
賀
、
富
来
双
方
の
応
援
団
も
精
い
っ

ぱ
い
の
声
援
を
送
る
。

　

い
よ
い
よ
決
勝
戦
。
途
中
１
勝
１
敗

と
な
り
、
昨
年
の
悪
夢
が
一
瞬
頭
を
よ

ぎ
っ
た
が
、
そ
の
後
２
連
勝
。
３
勝
２

敗
で
志
賀
中
が
羽
咋
中
を
下
し
、
優
勝

を
決
め
た
。

　

続
く
個
人
戦
で
も
団
体
戦
の
勢
い
そ

の
ま
ま
に
、
志
賀
中
、
富
来
中
は
他
校

を
圧
倒
し
た
。

　

優
勝
は
柳
川
龍
之
介
君
（
志
賀
中
）。

準
優
勝
は
岡
崎
武
留
君
（
志
賀
中
）。

３
位
に
加
藤
豊
君
（
志
賀
中
）
と
林
拓

哉
君
（
富
来
中
）
が
輝
い
た
。

　

羽
咋
郡
市
の
中
学
校
の
全
校
生
徒
が

集
ま
る
伝
統
の
相
撲
大
会
。
約
半
世
紀

に
も
お
よ
ぶ
長
い
歴
史
と
学
校
の
プ
ラ

イ
ド
を
懸
け
た
戦
い
は
、
こ
れ
か
ら
も

続
い
て
い
く
。

第
49
回
羽
咋
郡
市
中
学
校
相
撲
大
会　

６
月
１
日
（
火
）

圧
倒
的
勝
利

圧
倒
的
勝
利
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〈大将〉
曽原　奎祐

２年　テニス部
166㎝　55㎏

〈副将〉
山本　尚輝

３年　ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部
160㎝　70㎏

〈中堅〉
土田　勇介

３年　卓球部
170㎝　65㎏

〈二陣〉
林　　拓哉

３年　野球部
171㎝　73㎏

〈先鋒〉
野坂　彰英

２年　野球部
170㎝　90㎏

〈大将〉
谷内　隆太

３年　柔道部
180㎝　85㎏

〈副将〉
加藤　　豊

３年　柔道部
171㎝　66㎏

〈中堅〉
岡崎　武留

３年　柔道部
170㎝　73㎏

〈二陣〉
川口　采人

３年　柔道部
163㎝　55㎏

〈先鋒〉
柳川龍之介

３年　陸上部
164㎝　78㎏

《志賀中団体戦選手紹介》

《富来中団体戦選手紹介》

広報しか 3



能
登
産
シ
ラ
ス
漁
が
最
盛
期

能
登
産
シ
ラ
ス
漁
が
最
盛
期

②

①

④

④

③

⑤

①天日干ししているシラスに乾きム
ラができないように混ぜている。

②釜ゆでしたシラス。
③このあと天日干しされる。
④天日干ししたシラスを箱につめて
いる。

⑤パック詰めし冷凍される。
⑥シラスをパックに詰める。
⑦新鮮なシラス。
⑧天日干しは数時間で乾く。

広報しか 4
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石
川
県
漁
業
協
同
組
合
西
海
支
所
は
、

シ
ラ
ス
漁
が
最
盛
期
を
迎
え
て
い
る
。

　

そ
の
日
の
天
候
な
ど
に
も
よ
る
が
、
一

日
に
１
ｔ
〜
３
ｔ
が
水
揚
げ
さ
れ
る
。

　

６
年
前
に
日
本
海
側
で
は
初
め
て
シ
ラ

ス
漁
を
始
め
た
。
現
在
で
も
、
県
内
で
は

旧
美
川
町
（
現
白
山
市
）
と
志
賀
町
だ
け

で
行
っ
て
い
る
。

　

漁
が
許
可
さ
れ
て
い
る
の
は
現
在
ま
で

に
３
隻
で
、
５
月
１
日
〜
７
月
31
日
ま
で

の
期
間
し
か
獲
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
な

い
。

　

こ
こ
で
獲
れ
る
シ
ラ
ス
は
、
イ
ワ
シ
の

仔し
ぎ
ょ魚
（
主
に
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
）
で
、
す

ぐ
に
成
長
し
て
し
ま
う
。
大
き
く
な
っ

て
、
鱗
う
ろ
こ
が
で
き
る
と
商
品
に
は
で
き
な
く

な
る
。
漁
の
期
間
は
２
カ
月
あ
る
が
、
悪

天
候
で
漁
が
で
き
な
い
日
や
シ
ラ
ス
が
成

長
す
る
ま
で
の
ひ
と
月
ほ
ど
し
か
獲
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
こ
の
期
間
に
水
揚
げ
量

40
ｔ
、
１
万
箱
を
出
荷
す
る
こ
と
が
目
標

だ
。

　

西
海
支
所
で
は
、
水
揚
げ
か
ら
加
工
、

出
荷
ま
で
を
一
貫
し
て
行
っ
て
い
る
。
そ

の
作
業
を
加
工
グ
ル
ー
プ
の
25
人
で
行
っ

て
い
る
。
水
揚
げ
し
て
か
ら
箱
詰
め
さ
れ

る
ま
で
の
時
間
が
早
く
、
新
鮮
さ
を
失
わ

ず
に
加
工
さ
れ
る
。
箱
詰
め
さ
れ
た
シ
ラ

ス
は
、
北
陸
３
県
の
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
出

荷
さ
れ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
県
内
で

販
売
さ
れ
て
い
る
。
西
海
支
所
近
く
の
加

工
所
で
は
シ
ラ
ス
の
直
売
も
行
っ
て
い

⑥

⑧

⑦

て
、
天
日
干
し
無
添
加
の
新
鮮
な
シ
ラ
ス

を
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
日
に
多
い
と
き
で
２
，
０
０
０
箱
が

出
荷
さ
れ
る
が
、
需
要
に
追
い
付
い
て
い

な
い
の
が
現
状
だ
。

石川県漁業協同組合西海支所
住　所　志賀町西海風戸ヌ８の２
　☎　　0767 ‒ 45 ‒ 1121
ＦＡＸ　0767 ‒ 45 ‒ 1123
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７
月
11
日
㈰
は

◉
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す

期　

日　

７
月
10
日
（
土
）
ま
で
の
毎
日

時　

間　

午
前
８
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
８
時
ま
で

場　

所　

志
賀
町
役
場
町
民
ホ
ー
ル

　
　
　
　

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー
中
会
議
室

持
ち
物　

入
場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
入
場
券
を
お
持
ち
い
た
だ
か
な
い
場
合

は
「
運
転
免
許
証
」
な
ど
の
身
分
証
明

書
を
提
示
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。

◉
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す 

　

病
院
に
入
院
し
て
い
る
、
出
張
中
で
投

票
で
き
な
い
な
ど
、
投
票
所
に
お
い
て
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。

⑴ 

病
院
な
ど
で
す
る
不
在
者
投
票 　
　

　

病
院
な
ど
に
入
院
し
て
い
る
人
は
、
そ

の
病
院
な
ど
が
不
在
者
投
票
を
取
り
扱
う

こ
と
が
で
き
る
施
設
と
し
て
指
定
さ
れ
て

い
れ
ば
、
そ
の
病
院
な
ど
で
不
在
者
投
票

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

入
院
し
て
い
る
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

 

⑵ 

他
の
市
区
町
村
で
す
る
不
在
者
投
票

　

長
期
間
出
張
中
の
人
な
ど
は
、
滞
在
し

　

第
９
投
票
区
（
矢
田
、
印
内
、
代
田
、

仏
木
、
谷
屋
、
栗
山
、
仏
木
（
牧
山
）、

火
打
谷
の
投
票
所
が
変
わ
り
ま
す
。

　

土
田
公
民
館
の
改
修
工
事
の
た
め
、
志

賀
町
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ス
が
投
票
所
と
な
り

ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

志
賀
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　

☎
32-

１
１
１
１

　
　

IP

８-

32-

１
１
１
１

当
日
投
票
で
き
な
い
方

投
票
所
が
変
更
に
な
り
ま
す

て
い
る
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
で

不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
場
合
は
、
宣
誓
書
を
そ
え
て
志
賀

町
選
挙
管
理
委
員
会
へ
投
票
用
紙
な
ど
を

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
便
で
投

票
用
紙
な
ど
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
早
め

に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
自
宅
や
勤
め
先
な
ど
、
滞
在

す
る
市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
以
外

の
場
所
で
投
票
用
紙
に
記
載
す
る
と
、
そ

の
投
票
は
受
け
付
け
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。 

⑶
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票 

　

身
体
に
重
度
の
障
害
な
ど
が
あ
る
人
で

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、
自
宅
で

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

伝
え
よ
う　

あ
な
た
の
意
思
を　

票
に
込
め

第
22
回 

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
郵
便
等
投
票

証
明
書
が
必
要
で
す
。
交
付
を
受
け
て
い

な
い
人
や
期
限
切
れ
の
人
は
、
早
め
に
選

挙
管
理
委
員
会
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
時
間　

午
前
７
時
〜
午
後
７
時

開
票
日
時　

７
月
11
日
（
日
）
午
後
８
時
30
分

開
票
場
所　

志
賀
町
役
場　

大
会
議
室

※
投
票
に
つ
い
て
（
お
願
い
）

　

投
票
日
に
は
入
場
券
を
持
っ
て
投
票
所
へ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

な
お
、
入
場
券
を
な
く
さ
れ
て
も
投
票
は
で
き
ま
す
の
で
、
投
票

所
の
受
付
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
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７
月
中
旬
に
平
成
22
年
度
国
民
健
康
保
険
税
の

納
税
通
知
書
が
届
き
ま
す
！

シ
リ
ー
ズ
第
３
回

〜
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
Ｑ
＆
Ａ
〜

①
世
帯
ご
と
に
計
算
さ
れ
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
個
別
に
納
め
る
の
で
は

な
く
、
世
帯
ご
と
に
ま
と
め
て
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
世
帯
主
が
他
の
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
場
合
で
も
、
納
税
の

義
務
は
世
帯
主
に
な
り
ま
す
。

②
年
度
（
４
月
〜
翌
年
３
月
）
ご
と

　

に
計
算
さ
れ
ま
す
。

　

年
度
途
中
で
国
保
に
加
入
し
た
り
、
国

保
を
や
め
た
り
し
た
人
が
い
る
と
き
は
、

加
入
し
て
い
た
月
数
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

③
所
得
や
資
産
、
加
入
者
数
な
ど
に

　

よ
っ
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

　

所
得
割
・
資
産
割
・
均
等
割
・
平
等
割

の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
が

い
れ
ば
介
護
保
険
料
の
分
が
追
加
さ
れ
て

計
算
さ
れ
ま
す
。

④
所
得
申
告
の
内
容
に
よ
り
計
算
さ

　

れ
ま
す
。

　

所
得
情
報
が
な
い
と
所
得
が
把
握
で
き

な
い
た
め
正
確
な
国
保
税
が
計
算
さ
れ
ま

せ
ん
。
所
得
の
情
報
が
な
い
人
に
つ
い
て

は
、
６
月
に
役
場
か
ら
対
象
者
あ
て
に
通

知
が
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
世
帯
に
よ
っ
て
支
払
方
法
が

　

異
な
っ
て
い
ま
す
。

　

銀
行
な
ど
の
窓
口
で
直
接
納
め
る
か
、

口
座
か
ら
の
引
落
と
し
に
よ
り
支
払
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
他
、
国
の
定
め
た

条
件
に
該
当
す
る
人
は
、
世
帯
主
の
年
金

か
ら
天
引
き
と
な
り
ま
す
。

②
国
保
税
の
額
が
変
わ
る
こ
と
で
、

　

支
払
方
法
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。

　

支
払
方
法
に
つ
い
て
は
、
役
場
か
ら
送

ら
れ
て
く
る
通
知
書
に
よ
り
確
認
で
き
ま

す
。
こ
れ
ま
で
口
座
か
ら
の
引
落
し
や
年

金
天
引
き
で
支
払
っ
て
い
た
人
で
も
、
支

払
方
法
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
新
し
く
国
保
に
加
入
し
た
と
き

　

他
の
健
康
保
険
を
や
め
て
国
保
に
加
入

し
た
と
き
、
ま
た
は
転
入
、
出
産
な
ど
に

よ
り
国
保
に
加
入
し
た
と
き
に
、
国
保
税

が
追
加
に
な
り
ま
す
。

②
国
保
を
や
め
た
人
が
い
る
と
き

　

他
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と
き
、
ま

た
は
転
出
、
死
亡
な
ど
に
よ
り
国
保
を
や

め
た
と
き
に
、
国
保
税
が
減
額
に
な
り
ま

す
。

③
所
得
情
報
が
わ
か
っ
た
と
き

　

転
入
し
て
き
た
人
に
つ
い
て
は
、
前
年

の
所
得
が
不
明
な
た
め
役
場
が
前
住
所
地

に
通
知
で
問
い
合
わ
せ
し
ま
す
。
所
得
が

判
明
し
た
あ
と
に
国
保
税
が
追
加
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

④
所
得
申
告
の
内
容
が
変
更
さ
れ
た

　

と
き

⑤
40
歳
に
到
達
し
た
と
き

　

税
務
署
か
ら
の
情
報
な
ど
に
よ
り
所
得

申
告
の
内
容
が
変
更
に
な
り
、
そ
れ
に
と

も
な
っ
て
国
保
税
も
変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
の
分
が
別
に
か
か
る
た
め

国
保
税
が
追
加
に
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

志
賀
町
税
務
課

　

国
民
健
康
保
険
税
担
当

　
　

☎
32-

９
１
４
２

　
　

IP

８-

32-

９
１
４
２

国
保
税
の
額
は
ど
の
よ
う
に
決
ま
る
の
？

国
保
税
は
ど
の
よ
う
に
納
め
る
の
？

年
度
途
中
で
あ
っ
て
も
、
国
保
税
の
金
額
が

変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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◎
７
月
中
旬
か
ら
、
平
成
22
年
度
の
保
険

料
額
決
定
通
知
書
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

　

保
険
料
は
前
年
中
の
所
得
を
も
と
に
、

１
年
間
の
確
定
保
険
料
額
を
決
定
し
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
直
前
に
被

用
者
保
険
※
の
被
扶
養
者
だ
っ
た
人
は
保

険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
が
、
関
係
機
関
な

ど
か
ら
の
情
報
が
遅
れ
、
適
用
さ
れ
て
い

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、

広
域
連
合
ま
た
は
志
賀
町
住
民
課
ま
で
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

※
被
用
者
保
険
と
は
・
・

　

会
社
員
、
公
務
員
、
船
員
の
人
が
加
入
す
る

医
療
保
険
（
国
民
健
康
保
険
は
該
当
し
ま
せ
ん
。）

◆
納
付
方
法
が
特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）

と
な
っ
た
人

　

支
給
さ
れ
て
い
る
年
金
か
ら
天
引
き
に

よ
り
保
険
料
を
支
払
い
ま
す
。
た
だ
し
、

申
請
す
れ
ば
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
方
法

に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
納
付
状
況
に
よ
り
、
変
更

が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
納
付
方
法
が
普
通
徴
収
（
自
主
納
付
）

と
な
っ
た
人

　

納
付
書
（
右
下
図
）、
ま
た
は
口
座
振

替
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
で

納
付
を
希
望
す
る
人
は
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

　

世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
場
合

は
、
入
院
し
た
と
き
の
自
己
負
担
限
度
額

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
加
入
し
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
加
入
し
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

◎
平
成
22
年
度
の
新
し
い
保
険
証
は
、
７

月
中
旬
か
ら
簡
易
書
留
で
送
付
し
ま
す
。

　

使
用
で
き
る
の
は
８
月
１
日
か
ら
で
す
。

　

現
在
の
保
険
証
は
、
平
成
22
年
７
月
31

日
で
期
限
切
れ
と
な
り
ま
す
。

　

８
月
１
日
以
降
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
自
身
で
廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
医
療
機
関
で
の
一
部
負
担
金
割
合
（
１

割
ま
た
は
３
割
）
は
、
前
年
中
の
所
得

を
も
と
に
決
定
さ
れ
ま
す
。

※
被
保
険
者
証
の
カ
バ
ー
が
必
要
な
人
は

志
賀
町
住
民
課
ま
た
は
富
来
支
所
総
合

窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

この封筒で保険証が手元に届きます。

被保険者の皆さんに届く保険証です。

保険証については最新のものが
出来次第送付します。

や
食
事
代
な
ど
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

該
当
す
る
人
に
は
、
申
請
に
よ
り
「
限

度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

を
交
付
し
ま
す
の
で
志
賀
町
住
民
課
ま
た

は
富
来
支
所
総
合
窓
口
ま
で
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

　

現
在
、
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
手
続
き

が
必
要
で
す
。

　

現
在
、
お
持
ち
の
人
で
、
８
月
以
降
も

認
定
要
件
に
あ
て
は
ま
る
場
合
は
、
保
険

証
と
一
緒
に
新
た
な
認
定
証
を
送
付
し
ま

す
。（
再
度
の
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

石
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　

☎
０
７
６-

２
２
３-

０
１
４
０

志
賀
町
住
民
課　

後
期
高
齢
者
医
療
担
当

☎
32-

９
１
２
１

IP

８-

32-

９
１
２
１

新
し
い
保
険
証
を
送
付
し
ま
す

保
険
料
額
決
定
通
知
な
ど
の

送
付
に
つ
い
て

〈納付書〉

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
の
申
請
に
つ
い
て

◎
保
険
料
の
支
払
方
法
は
、
年
金
天
引

き
、
自
主
納
付
の
い
ず
れ
か
で
す
。
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特定健診結果説明会を行います！
志賀町国民健康保険   ４０～７４歳の方へ

　国民健康保険被保険者で、６月に集団健診会場で特定健康診査を受けた人全員を対象に説明会で健診
結果をお渡しします。説明会では健康診査結果の見方を説明し、健診結果が示すデータから自分の身体
の状態を理解し、生活習慣を見直すきっかけになることを目的としています。

　（町内の医療機関で受診した人は、それぞれの医療機関で健診結果の説明を受けてください）

＊説明会は下記日程で実施します（受診時に予約された日時にお越しください）

日　　程 対　象　地　区 会　　場
７月１日（木） 加茂地区 加茂公民館
７月２日（金） 稗造地区 稗造コミュニティセンター
７月３日（土） 下甘田地区 下甘田公民館
７月４日（日） 熊野地区 熊野多目的集会施設
７月５日（月）

土田地区 志賀町シルバーハウス
７月６日（火）
７月７日（水） 西海風無

西海高齢者活性化センター
７月８日（木） 西海風戸・西海千ノ浦・西海久喜
７月９日（金） 上熊野地区 上熊野公民館
７月10日（土） 福浦地区 福浦みなと会館
７月12日（月） 中甘田地区 中甘田公民館
７月13日（火） 八幡・八幡座主・中泉・相神・草江・大福寺

東増穂コミュニティセンター
７月14日（水） 里本江・中浜・給分
７月15日（木） 掘松地区 堀松公民館
７月16日（金） 酒見・栢木・稲敷・香能 酒見構造改善センター
７月17日（土） 志加浦地区 志加浦公民館
７月20日（火） 鹿頭・赤崎・小窪 西浦コミュニティセンター
７月21日（水） 笹波・前浜 笹波集会所
７月22日（木）

富来地頭町、富来領家町、富来高田・富来七海・富来生神・
富来牛下・日曜健診受診者対象 富来活性化センター７月23日（金）

７月24日（土）
７月25日（日） 鹿頭、赤崎、小窪 西浦コミュニティセンター
７月26日（月）
～ 28日（水）

末吉・神代・矢蔵谷・志賀の郷・猪の谷・ロイヤルシティ・高浜
町１～ 11区・旭ケ丘・東旭・はまなす・新大念寺・あすなろ 役場31会議室

●開催時間　９時～ 17時　（１回あたり30分程度）
　　　　　　※会場により時間が異なります（予約券を確認してください）

●内　　容　健診結果の見方について、正常な検査の値はいくつ？　あなたの血管の傷み具合は？　　
　　　　　　健診データと生活習慣の関係   ～食事と運動～

●持  ち  物　筆記用具、眼鏡（必要な人）、健康手帳

　食物繊維は人の体で消化できないため、胃に停留する時間が長くなり満腹感がでます。食べすぎを防
止するには、最初に食物繊維を多く含む野菜や海藻などから食べましょう。一緒に食べた物の吸収を遅
らせて血糖値の急増も防ぐので、減量には心強い味方です。

志賀町保健福祉センター　☎３２－０３３９　IP ８－３２－０３３９

脱メタボ　ワンポイントアドバイス！
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　ひとり親家庭に対する自立を支援するため、８月１日から父子家庭にも児童扶養手当が支給されます。
　児童扶養手当を受給するためには申請が必要です。
　
☆　児童扶養手当とは・・・
　　離婚などで、父または母と生計を同じくしていない子どもが育成される家庭（ひとり親家庭）の生活の安定
と自立の促進のため、子どもの福祉の増進を図ることを目的として支給される手当

☆　手当月額は・・・
　　受給資格者が監護・養育する子どもの数や受給資格者の所得等によって決定されます。
　　○　児童１人の場合
　　　　全部支給　４１，７２０円　　一部支給　４１，７１０円～９，８５０円
　　○　児童２人以上の加算額
　　　　２人目　５，０００円　　３人目以降１人につき　３，０００円

☆　父子家庭で受給するためには・・・
　　○　役場への申請が必要です。
　　○　申請の時期について
　　　　すでに父子家庭として支給要件に該当している人は、平成２２年８月１日前でも申請できます。
　　　　平成２２年１１月３０日までに申請すると、「８月分」から支給されます。

お問い合わせ・申請先　子育て支援課　☎３２-９１２２　ＩＰ８-３２- ９１２２

　近年、思春期・青年期の若者の中で、人との関係や環境にうまく適応できないなどといった理由で、
家庭にひきこもっている人が増えています。そこで、ひきこもりなどでお悩みの本人や家族が集い、語
り合える場として教室を開催いたします。

１　青年期グループ（本人のための教室）
　　日　時　7月 22 日、8月 26 日、10 月 28 日、11 月 25 日、平成 23 年　1月 27 日、2月 24 日、3月 24 日
　　　　　　9時 30 分～ 11 時 30 分
　　対　象　おおむね 15 歳～ 35 歳まで
　　場　所　能登中部保健福祉センター　七尾市本府中町ソ２１－９
　
２　家族教室（家族のための教室）
　　日　時　① 8月 3日、② 12 月 7日　14 時～ 15 時 30 分
　　　　　　③ 10 月 13 日、④平成 23 年 2月 9日　13 時 30 分～ 15 時 30 分
　　場所・内容　①②の場所は、能登中部保健福祉センター羽咋地域センター　羽咋市旭町ユ 20 番地
　　　　　　　　講師　こころの健康センター清田所長
　　　　　　　　③④の場所は、能登中部保健福祉センター　七尾市本府中町ソ２７番９
　　　　　　　　講師　ひきこもりの親の会・子供の会の代表者

３　参加費　無料

４　申し込み・お問い合わせ先（電話または FAX で申し込みください）
石川県能登中部保健福祉センター　健康推進課　☎　0767-53-2482　FAX　0767-53-2484

父子家庭にも児童扶養手当が支給されます

「ひきこもりなどでお悩みのご本人とご家族のための教室」のご案内
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未加入・納め忘れはありませんか

保険料は 20 歳から 60 歳になるまでの 40 年間納めることになっています。老齢基礎年金を受けるには、
この間最低 25年以上（保険料免除期間やカラ期間を含む）の保険料を納めることが必要です。

保険料　は性別・年齢・所得に関係なく　加入者全員一律　です。

付加保険料　月額 400 円
（1号保険者で希望者のみ）

※保険料を納めることが困難
な人には保険料免除制度が
あります。

　付加保険料を納めた人は、　納めた月数× 200円　が
　老齢基礎年金に加算されます。

　保険料は口座振替にすると便利で簡単 !!

　■口座振替の申し込み方

●お申し込みは、金融機関の窓口、市町村窓口、七尾年金事務所に口座振替申込書が備え付けてありま
すので申し出てください。

　①　保険料納付書　　②　預貯金通帳　　③　預貯金届出印鑑を持参してください。

　保険料の納付は、口座振替早割制度がお得です !!
通常は、当月の保険料を翌月末日に引き落とすのですが、この早割制度（当月の保険料
を当月末に引き落とし）を利用することで、月額 50円の割引がされます。

　クレジットカードでお支払いができるようになりました。
クレジットカード払いを希望する人は、七尾年金事務所へ申し込みが必要です。

※金融機関などの窓口でクレジットカードを直接ご提示・お支払いただく方法ではありません。
※支払は「毎月払い」または「前納（1年分・半年分）になります。
※過去の未払い分についてはご利用することはできません。
※保険料の一部免除を受けている場合はご利用できません。
※クレジットカード支払は、口座振替割引は適用されません。
※カード会社へのお支払回数は、一回払いのみとなります。（分割・リボ払いはご利用できません。）

　◆国民年金に関するお問い合わせ・相談は
七尾年金事務所　☎ 0767-53-6511 または志賀町住民課国民年金担当　☎ 32-9121　IP8-32-9121

国
年
民
金 保 険 料

保険料の納付は 2年が時効です

月　　額

15,100円
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•弁護士（元高等検察庁検事）
　愛知学院大学法科大学院特任教授
　國田　武二郎（堀松出身）

　東京地検、名古屋地検、横浜地検、岡山地検、福井地検等で捜査・
公判検事として財政・経済事犯、公安・労働事犯、選挙事犯、暴力
事犯、風紀・麻薬事犯、外国人犯罪、少年犯罪、交通事犯など数多
くの事件を担当。仙台高等検察庁検事として若手検事の指導育成に
もあたる。平成15年６月、愛知県弁護士会に弁護士登録。あすなろ
法律事務所という名称で法律事務所を開設し、弁護士として活動。
また、愛知学院大学法科大学院特任教授として法科大学院で教鞭を
取っている。平成20年から愛知・三重両県の産業保健推進センター
産業保健相談員、年金記録確認愛知地方第三者委員に就任、その他、
愛知県警察学校で講師。

特
別
養
子
に
つ
い
て

れ
ま
す
。
も
し
実
父
が
、
こ
れ
以
上
つ
き
ま
と
う
よ
う
な
ら
、
警
察

に
相
談
し
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
被
害
届
を
出
す
こ
と
で
す
。

　

養
子
縁
組
は
養
親
と
養
子
に
な
ろ
う
と
す
る
人
が
合
意
し
、
市
区
町

村
役
場
に
養
子
縁
組
届
が
受
理
さ
れ
る
と
成
立
し
ま
す
。
こ
れ
は
普

通
養
子
縁
組
の
場
合
で
す
が
、
こ
の
場
合
、
戸
籍
に
養
子
と
い
う
記

載
が
残
り
、
実
親
と
の
親
子
関
係
も
存
続
し
ま
す
。
し
か
し
、
養
親

の
中
に
は
、
志
賀
さ
ん
の
よ
う
に
、
戸
籍
上
も
実
子
と
し
て
育
て
た

い
と
い
う
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
養
子
と
実
親
と
の

親
子
関
係
を
断
ち
切
り
、
戸
籍
上
も
養
子
と
は
分
か
ら
な
い
よ
う
な

配
慮
を
し
た
特
別
養
子
縁
組
制
度
が
創
ら
れ
ま
し
た
。
特
別
養
子
縁

組
を
す
る
に
は
、
①
特
別
養
子
の
養
親
は
、
夫
婦
で
、
２
人
と
も
養

親
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
、
②
養
親
は
、
満
25
歳
以
上
が

原
則
で
あ
る
こ
と
（
夫
婦
の
一
方
は
25
歳
未
満
で
も
20
歳
以
上
な
ら

可
）。
③
養
子
は
、
満
６
歳
未
満
が
原
則
（
た
だ
し
、
６
歳
に
達
す

る
前
か
ら
養
親
に
な
る
夫
婦
の
監
護
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
満
８

歳
未
満
ま
で
可
）。
④
養
子
の
実
父
母
の
同
意
が
原
則
必
要
で
あ
る

こ
と
。
④
養
親
と
な
る
夫
婦
は
、
特
別
養
子
縁
組
前
に
、
養
子
と
な

る
子
ど
も
を
試
験
的
に
６
カ
月
以
上
監
護
す
る
こ
と
の
要
件
が
必
要

で
す
。
そ
し
て
、
家
庭
裁
判
所
の
許
可
を
得
て
、
市
区
町
村
役
場
に

特
別
養
子
縁
組
届
を
出
す
と
、
特
別
養
子
の
単
身
戸
籍
が
作
ら
れ
ま

す
。
そ
こ
か
ら
養
親
の
戸
籍
に
入
る
の
で
、
戸
籍
の
記
載
は
一
見
夫

婦
の
実
子
の
よ
う
に
見
え
る
の
で
す
。
な
お
、
特
別
養
子
は
普
通
養

子
と
違
っ
て
、
原
則
離
縁
が
で
き
ま
せ
ん
。
離
縁
で
き
る
の
は
、
養

親
が
虐
待
等
し
た
場
合
や
実
父
母
が
相
当
の
監
護
が
で
き
る
、
と
い

う
場
合
だ
け
で
す
。
設
問
の
場
合
、
実
父
は
金
目
当
て
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。
こ
れ
は
、
相
当
の
監
護
が
で
き
る
場
合
に
該
当
し
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
実
父
が
離
縁
を
申
し
立
て
て
も
、
家
庭
裁
判
所
は
許

可
を
し
な
い
で
し
ょ
う
。

Ｑ
：
志
賀
さ
ん
夫
婦
に
は
子
ど
も
が
い
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
養
子

を
も
ら
う
つ
も
り
で
し
た
が
、
で
き
れ
ば
自
分
の
実
子
と
し

て
育
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
知
り

合
い
の
養
護
施
設
の
園
長
か
ら
、「
実
母
が
特
別
養
子
に
出

し
て
も
い
い
と
い
う
子
ど
も
を
預
か
っ
て
い
る
。一
度
、会
っ

て
み
な
い
か
」
と
連
絡
し
て
き
た
の
で
す
。
志
賀
さ
ん
と
奥

さ
ん
は
、
施
設
で
２
歳
に
な
る
花
子
ち
ゃ
ん
に
会
い
、
一
目

で
気
に
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
実
父
か
ら
虐
待
を
受
け
た

た
め
、
実
母
の
頼
み
で
一
時
的
に
預
か
っ
て
い
る
子
ど
も
だ

そ
う
で
す
。
実
母
に
会
う
と
、「
花
子
が
幸
せ
に
な
る
な
ら
、

私
は
親
子
の
縁
が
切
れ
て
も
か
ま
わ
な
い
。
夫
も
説
得
し
ま

す
。」
と
い
う
の
で
、
志
賀
夫
妻
は
特
別
養
子
縁
組
を
す
る

準
備
の
た
め
、
花
子
ち
ゃ
ん
を
引
き
取
り
ま
し
た
。
幸
い
、

花
子
ち
ゃ
ん
も
す
ぐ
夫
妻
に
懐
き
、
半
年
後
、
志
賀
夫
妻
は

花
子
ち
ゃ
ん
の
実
父
母
の
同
意
を
得
て
、
花
子
ち
ゃ
ん
と
正

式
に
特
別
養
子
縁
組
を
し
た
の
で
す
。
月
日
は
流
れ
、
小
学

生
に
な
っ
た
花
子
ち
ゃ
ん
も
今
ま
で
は
志
賀
夫
妻
を
本
当
の

両
親
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
最
近
に
な
っ
て
、

花
子
ち
ゃ
ん
の
実
父
が
「
娘
を
返
せ
！
」
と
、
毎
日
の
よ
う

に
怒
鳴
り
込
ん
で
き
ま
す
。
実
父
は
金
目
当
て
と
わ
か
る
だ

け
に
、
志
賀
夫
妻
は
渡
す
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
実
父

は
強
引
に
連
れ
去
る
か
も
し
れ
な
い
と
心
配
で
す
。
ど
う
し

た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
：
結
論
か
ら
言
う
と
、
実
父
母
と
花
子
ち
ゃ
ん
と
は
、
特
別

養
子
縁
組
が
成
立
し
た
時
点
で
法
律
上
の
親
子
関
係
は
断
ち

切
れ
ま
す
。
法
律
上
は
、
志
賀
夫
妻
の
嫡
出
子
で
す
か
ら
、

勝
手
に
連
れ
去
れ
ば
未
成
年
略
取
ま
た
は
誘
拐
の
罪
に
問
わ
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「ＨＩＶ（エイズ）検査」を行っています「ＨＩＶ（エイズ）検査」を行っています
　ＨＩＶ感染者は年々増加傾向にあります。感染が判明したときにはすでにエイズを発症していた事例
が約３割を占めています。早期発見、早期治療のためＨＩＶの血液検査を次のとおり実施しています。

能登中部保健福祉センター
（0767）５３－２４８２

羽 咋 地 域 セ ン タ ー
（0767）２２―１１７０

・迅速検査
　毎週月曜日　９時～ 11時30分
　（ただし12月は第１日曜日）
　１時間以内に結果をお伝えできます。

・通常検査
　第２、４月曜日　13時～ 19時
　約10日後に結果をお伝えできます。

・通常検査
　第２、４月曜日　９時～ 19時
　約10日後に結果をお伝えできます。

※検査は、要予約・匿名・無料で行っています。

▶平成22年度羽咋郡市広域圏事務組合職員採用候補者試験のご案内◀

試験区分 採用予定人数 受　験　資　格

消　　防　　士 ６人 ①昭和56年4月2日以降に生まれた人　
　(平成23年4月1日現在30歳未満)
②消防士は高校卒業程度の学力を有し、 業務に必要な体力および健康
　を有する人  
③事務職は大学卒業程度の学力を有する人

事　　務　　職
（公立羽咋病院） １人

薬　　剤　　師 １人 ①昭和46年4月2日以降に生まれた人
　(平成23年4月1日現在40歳未満)
②資格を有する人または平成23年4月末までに取得見込みの人

臨床検査技師 １人
言　語　聴　覚　士 １人
臨床工学技士 １人
看　　護　　師 13人

【受　付　期　間】　７月12日（月）～８月13日（金）
【第１次試験日】　９月19日（日）
【試　験　会　場】　羽咋郡市内（申込締切後、受験者宛に通知）
【採　用　予　定　日】　平成23年４月１日
　詳しくは羽咋郡市広域圏事務組合ホームページをご覧ください。　http：//www.hakuikouiki.jp
【お問い合わせ先】　羽咋郡市広域圏事務組合　総務課　☎22-6610　 消防本部　警防課　☎22-0089　　　　　
　　　　　　　　　公立羽咋病院　　庶務課　☎22-1220

―　
平
成
22
年
度

「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
の

　
　
　
　

標
語
を
募
集
中
で
す　
―

　

テ　
ー　
マ　　
児
童
虐
待
問
題
に
関
す
る
国
民
一

人
ひ
と
り
の
意
識
啓
発
を
も
と
め

る
も
の

　

応
募
資
格　　
特
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

応
募
方
法　　
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
郵
便
は
が
き

に
１
作
品
を
記
入
し
、郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
年
齢
・

職
業
を
記
入
の
う
え
、
下
記
ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

〒
７
３
０-

８
５
１
１

　
　
　
　
　

広
島
県
健
康
福
祉
局
総
務
管
理
部

こ
ど
も
家
庭
課　

児
童
虐
待
防
止

標
語
募
集
担
当
あ
て

　
　
　
　
　

fukatei@
pref.hiroshim

a.lg.jp

　

メ
ー
ル
の
題
名　　
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
に
関

す
る
標
語
募
集
」　

　

応
募
期
間　　
６
月
１
日
㈫
〜
７
月
９
日
㈮

　

発　
　

表　　
最
優
秀
作
品
は
、
８
月
以
降
に
本

人
に
通
知
し
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー

ム
ぺ
ー
ジ
に
発
表
し
ま
す
。

※
平
成
21
年
度
の
標
語

　
「
守
ろ
う
よ　

未
来
を
見
つ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
さ
な
ひ
と
み
」
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故鳥越政男氏に旭日単光章

 　

 　
ポンプ車操法の部でも７連覇を果たした東増穂分団

ポンプ車操法の部２位の西海分団総合２位の上熊野分団

小泉町長から長男の正幸さんに勲記と勲章が手渡された

東増穂分団が総合６連覇達成

　故鳥越政男氏（直海）は、地方自治に対する功績が認められ、旭
日単光賞を受章し、５月28日（金）に長男の鳥越正幸さんに小泉
町長から勲記と勲章が伝達されました。
　鳥越さんは、元志賀町議会議員で昭和34年に当選以来、昭和
50年の４期12年８カ月の間、町の発展に尽くされました。在職
中は、特に、昭和45年の旧志賀町と高浜町との合併に大いに貢
献され、志賀町誕生に率先的に努められました。合併後も引き続
き志賀町議会議員として１期４年間在職し、原子力発電所の立地、
能登中核工業団地の造成など、新町発展の礎を築かれました。
　正幸さんは、「人のため町のために長年頑張ってきたことが認
められて嬉しいです。感謝しています」と話しました。

　第39回羽咋郡市消防団連合会連合訓練大会が６月19日
（土）に志賀町防災公園（西山台）で行われました。大会には羽
咋郡市の27分団645人が参加し、ポンプ車操法と小隊訓練な
どの技術を競い合いました。
　この日のために各分団では、早朝や夜間の練習に励み、総
合優勝目指して頑張ってきました。
　総合の部は東増穂分団が終始安定した技術を披露し見事６
連覇を達成しました。２位は上熊野分団が入り、志賀町の分
団が上位を独占しました。
　ポンプ車操法の部では、東増穂分団が１位、西海分団が２
位に入りました。この２分団は７月24日（土）に行われる県
消防操法大会に出場します。

　吉島さんは、昭和54年から平成19年までの７期28年間、富来町、志
賀町議会議員として観光・産業・文化を連動させた新しいまちづくりの
礎を築かれました。
　また、昭和55年から福浦港漁業協同組合代表理事組合長を26年５カ
月、平成18年９月からは、組合合併後の石川県漁業協同組合福浦港支
所運営委員長を努め、漁業の経営環境の強化に大きく貢献されました。
　さらに、平成17年９月１日の旧志賀町と旧富来町の合併に際しては、
市町村合併推進特別委員会委員長として、合併協定項目の協議、調整に
尽力し、新志賀町の誕生に大きく寄与されました。
　吉島さんは、「このたび、旭日双光章をいただき大変光栄に思ってお
ります。みなさんのご支援の賜物と感謝しております」と受章の喜びを
語りました。

吉島　陸男さん（福浦港）
前志賀町議会議員

春の叙勲　吉島陸男氏に旭日双光章
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ホタルの里で生き物観察会

生き物調査とヤマメの放流

１秒でも速く、１㎝でも遠く

５年男子100メートル走で好スタートをきる選手たち

川にヤマメを放流する児童たち

志賀町のお米はなぜおいしいのか説明している様子

　

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
事
業
で

次
の
も
の
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

◎
消
防
施
設
整
備
事
業

　

こ
の
事
業
で
は
、
危
険
度
が
高
く
、
要
望

の
多
か
っ
た
、
町
内
19
カ
所
の
防
火
水
槽
に

蓋
を
す
る
工
事
と
、
新
た
に
３
カ
所
で
防
火

水
槽
を
設
置
し
ま
し
た
。

◎
公
立
学
校
パ
ソ
コ
ン
整
備
事
業

　

高
浜
小
学
校
、
志
加
浦
小
学
校
、
掘
松
小

学
校
、
加
茂
小
学
校
、
土
田
小
学
校
、
上
熊

野
小
学
校
、
下
甘
田
小
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
教

室
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
と
富
来
小
学

校
、
富
来
中
学
校
の
図
書
館
シ
ス
テ
ム
を
更

新
し
ま
し
た
。

◎
工
業
団
地
排
水
施
設
整
備
事
業

　

能
登
中
核
工
業
団
地
排
水
施
設
電
気
・
計

装
設
備
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　６月12日（土）に直海・釈迦堂営農組合格納庫で、志賀ロー
タリークラブとはくい農業振興協議会、直海・釈迦堂営農組合
が環境に配慮した米作りとホタルの生態を知ってもらおうと、
ホタルの観察会を開きました。観察会には、町内の親子約70
人が参加しました。
　参加者には、直海産の米で作ったおにぎりと志賀町産の豚を
使った豚汁が振る舞われました。そのあと、ホタルの生態につ
いて教わり、川べりまで移動しました。ホタルを見た子どもた
ちは歓声を上げていました。

　６月13日（日）、尊保の尊保川で生き物調査が行われました。
　中能登農林総合事務所と水土里ネットいしかわ、ひえづくり子
ども会や地区住民など約70人が参加しました。川には、カニや
ヤゴ、ヤマメなどの沢山の生き物が確認されました。調査の後、
ヤマメの稚魚1,500匹を放流しました。このヤマメは、尊保で育っ
た親から採取した卵から育った稚魚を放流しました。子どもたち
に自然や地域を愛する気持ちを育んでもらうことや、ヤマメが大
きくなったら釣りを楽しんでほしいという思いを込めて行われま
した。

　６月２日（水）に、志賀町小学校連合体育大会が志賀町陸上
競技場で行われました。町内８校の５、６年生361人が参加
し、焼けるような暑さの中、児童たちは好記録を目指して頑
張りました。

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
事
業
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ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
く
ら
し
の
こ
と
、
子

ど
も
の
こ
と
、
貸
付
金
の
こ
と
、
就

職
の
こ
と
な
ど
、
ど
ん
な
こ
と
で
も

お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

７
月
22
日
㈭
10
時
〜
15
時

　
　
　
　

※
毎
月
第
４
木
曜
日　

◆
場
所　

役
場
本
庁
舎
相
談
室

　

ひ
ざ
に
抱
っ
こ
し
た
り
、
夜
寝
る

前
に
読
ん
で
あ
げ
た
り
と
、
絵
本
を

一
緒
に
読
む
時
間
は
親
子
に
と
っ

て
、
大
切
な
ひ
と
と
き
で
す
。
絵
本

は
言
葉
の
発
達
を
促
し
た
り
、
情
緒

を
豊
か
に
育
み
ま
す
。
ま
た
、
頭
の

中
で
目
の
前
に
な
い
も
の
を
思
い
浮

か
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
創
造
す
る
こ

と
を
学
び
ま
す
。
子
ど
も
が
気
に

入
っ
た
本
は
何
回
で
も
読
ん
で
あ
げ

ま
し
ょ
う
。

問
七
尾
児
童
相
談
所

　

☎
０
７
６
７-

53-

０
８
１
１

　

志
賀
町
子
育
て
支
援
課

　

☎
32-

９
１
２
２

　
IP  

８-

32-

９
１
２
２

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
相
談

七
尾
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

母
子
自
立
支
援
相
談

志
賀
町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
だ
よ
り

〜
絵
本
タ
イ
ム
を
持
ち
ま
し
ょ
う
〜

◆
日
時　

７
月
14
日
㈬

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◆
場
所　

役
場
本
庁
舎
相
談
室

問
健
康
福
祉
課　

☎
32-

９
１
３
１

　

IP  

８-

32-

９
１
３
１

◆
日
時　

７
月
12
日
㈪

　
　
　
　
　

９
時
30
分
〜
16
時

◆
場
所　

役
場
本
庁
舎
相
談
室

◆
相
談
弁
護
士　
國
田
武
ニ
郎
弁
護
士

　
　
（
堀
松
出
身
・
名
古
屋
市
在
住
）

◆
相
談
時
間　

１
人
30
分（
要
予
約
）

◆
募
集
定
員　

９
人
（
予
定
）
初
め

て
の
人
を
優
先
し
ま
す
。

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
と
し
ま

す
。

※
申
込
用
紙
は
本
庁
住
民
課
と
富
来

支
所
総
合
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

問
住
民
課　

☎
32-

９
１
２
１

　

IP 

８-

32-

９
１
２
１

障
害
者
福
祉
総
合
相
談
に
つ
い
て

無
料
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す

聴
覚
障
害
者
の
皆
さ
ん
へ

◆
日
時　

７
月
21
日
㈬

　
　
　
　
　

14
時
〜
15
時
30
分

◆
場
所　

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

問
商
工
観
光
課　

☎
32-

９
３
４
１

　

IP  

８-

32-

９
３
４
１

◆
日
時　

毎
週
木
曜
日　
（
祝
・
祭

日
は
除
く
）　

13
時
30
分
〜
16
時

◆
場
所　

七
尾
駅
前
パ
ト
リ
ア

　
　
　
　

５
階
フ
ォ
ー
ラ
ム
七
尾

◆
相
談
料　

30
分
以
内
５
千
円

※
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
場
合

は
相
談
無
料
で
す
。

　

①
ク
レ
サ
ラ
相
談

　

②
負
担
が
困
難
な
人
で
法
律
扶
助

資
力
基
準
に
該
当
す
る
人

※
相
談
希
望
者
は
相
談
日
前
日
の
17

時
ま
で
に
金
沢
弁
護
士
会
（
☎

０
７
６‒

２
２
１‒

０
２
４
２
）
へ
電
話

予
約
し
て
く
だ
さ
い（
先
着
５
人
）。

・固定資産税第２期
・国民健康保険税１期
・後期高齢者保険料第４期
・介護保険１期の納期限は
　８月２日（月）です。

手
話
通
訳
者
の
設
置
日
の
お
知
ら
せ

　

皆
さ
ん
の
ご
相
談
、
行
政
手
続
き

な
ど
に
対
応
し
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

設
置
日
時
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
健
康
福
祉
課
窓
口

※
第
１
・
第
２
・
第
３
・
第
４(

火
曜
日)

 

10
時
〜
正
午
（
７
／
６
・
13
・
20
・
27
）

※
第
１
・
第
２(

木
曜
日)

　

10
時
〜
正
午（
７
／
1
･
8
）

※
第
３
・
第
４(

木
曜
日)

　

14
時
〜
16
時（
７
／
15
･
22
）

　

総
合
相
談
所
を
町
内
２
カ
所
で
開

設
し
ま
す
。
ど
ち
ら
の
地
域
で
も
相

談
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◆
相
談
員　

行
政
相
談
員
、
人
権
擁

護
委
員
、
民
生
・
児
童
委
員
、
司
法

書
士
、法
務
局
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

〈
志
賀
地
域
〉

◆
日
時　

７
月
９
日
㈮
10
時
〜
15
時

◆
場
所　

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル
２
階

問
志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
志
賀
支
所

　
　

☎
32-

１
３
６
３

　

〈
富
来
地
域
〉

◆
日
時　

７
月
12
日
㈪
10
時
〜
15
時

◆
場
所　

富
来
行
政
セ
ン
タ
ー
２
階

問
志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
42-

２
５
４
５

総
合
相
談(

無
料)

県
立
高
浜
高
校　
同
窓
会

定
期
総
会
を
行
い
ま
す

県
立
富
来
高
校　
同
窓
会

定
期
総
会
を
行
い
ま
す

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
認
定
試
験

◆
日　

時　

７
月
4
日
㈰　

15
時

◆
場　

所　

能
登
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

※
総
会
後
は
懇
親
会
を
行
い
ま
す
。

問
石
川
県
立
高
浜
高
等
学
校

　

同
窓
会
係　

☎
32-

１
１
６
６

◆
日　

時　

７
月
30
日
㈮　

18
時

◆
場　

所　

渤
海

※
総
会
後
は
懇
親
会
を
行
い
ま
す
。

　
（
会
費
は
３
，
０
０
０
円
）

※
参
加
す
る
人
は
事
前
に
申
し
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
７
月
16
日
㈮
ま
で
）

問
石
川
県
立
富
来
高
等
学
校

　

☎
42-

０
０
３
４

◆
日
時　

10
月
31
日
㈰　

13
時
30
分

◆
場
所　

石
川
県
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー

◆
申
込
期
間　

８
月
２
日
㈪
〜
13
日
㈮

問
上
下
水
道
課　

☎
32-

９
２
５
１

　

IP  

８-

32-

９
２
５
１

問
子
育
て
支
援
課 

　

☎
32-

９
１
２
２

　

IP 

８-

32-

９
１
２
２　

◆
富
来
支
所
総
合
窓
口

※
第
１
・
第
３(

水
曜
日)

　

14
時
〜
16
時（
７
／
7
・
21
）
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Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
志
賀
町

児
童
作
品
を
大
募
集

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級

講
習
会
を
行
い
ま
す

社
会
福
祉
協
議
会

登
録
ヘ
ル
パ
ー
募
集

◆
対　

象　

町
内
小
学
校
１
年
生
〜

６
年
生

◆
募
集
作
品　

絵
画
（
風
景
、
く
だ

も
の
、
人
物
）
な
ど
テ
ー
マ
は
自

由
で
す
。

◆
開
催
期
間　

10
月
20
日
〜
27
日

◆
応
募
締
切　

９
月
20
日

◆
応
募
方
法　

各
小
学
校
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問
実
行
委
員
会
事
務
局

　

☎
22-

７
５
７
６　

担
当　

笹
原

◆
対　

象　

母
子
家
庭
の
母
お
よ
び

寡
婦
、
全
日
程
受
講
す
る
こ
と
が

可
能
な
人

◆
技
能
習
得
基
準　

ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
２
級
技
能
習
得
レ
ベ
ル

　

あ
な
た
の
空
い
た
時
間
を
活
か

し
て
、
一
緒
に
働
い
て
み
ま
せ
ん

か
！

◆
募
集
人
員　

子
育
て
中
の
人
や

専
業
主
婦
の
人
な
ど

◆
応
募
資
格　

介
護
福
祉
士
か
ヘ

ル
パ
ー
２
級
の
資
格
が
あ
る
人

◆
活
動
区
域　

志
賀
地
域

※
興
味
・
関
心
の
あ
る
人
は
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
42-

２
５
４
５

◆
種　

目　

①
一
般
曹
候
補
生
、

　

②
自
衛
官
候
補
生
、
③
航
空
学
生

◆
資　

格　

①
、
②
は
18
歳
〜
27
歳

未
満
の
男
女
、
③
は
高
卒
（
見
込

み
含
む
）
〜
21
歳
未
満
の
男
女

※
年
齢
は
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在

◆
期　

間　

８
月
１
日
〜
９
月
10
日

問
自
衛
隊
石
川
地
方
協
力
本
部

　

七
尾
出
張
所

　

☎
０
７
６
７-

53-

１
６
９
１

　日　　時　　７月４日（日）（小雨決行）
　開　会　式　　８時３０分
　競技開始　　９時
　場　　所　　志賀町立富来小学校　相撲場

　昭和53年から開催されていて、今年で32回
目を迎える伝統ある相撲大会です。
　会場は富来小学校相撲場です。
　みなさんのご声援をよろしくお願いします。
※当日の会場周辺は駐車場が少なく混雑します
ので注意してください。

志賀町子ども会育成委員連絡協議会志賀町子ども会育成委員連絡協議会

《シルバー人材センターで働いてみませんか‼》

　町内に住むおおむね60歳以上の、常用就職すること
は望まないが、「自らの能力や経験を生かして働く機会
を得たい」という人なら誰でも会員になれます。入会は
随時受け付けていますが、奇数月の第３水曜日に入会
に係る説明会を開催しますので、参加を希望する人は、
事前に富来事務所か志賀事務所まで連絡してください。

ー　今月の入会説明会　ー
【開催日時】　７月２１日(水)　１４時～

◆事務所業務時間　　月曜日～金曜日
　　　　　　８時30分～ 17時15分

◆お申し込み・お問い合せ

　社団法人 志賀町シルバー人材センター 
　富来事務所（富来支所２階）　　☎ 42-2170　 FAX  42-2180
　志賀事務所（文化ホール１階）　☎ 32-9911　 FAX  32-9912

第 32回志賀町子ども会相撲大会第 32回志賀町子ども会相撲大会
が開催されます。が開催されます。

みんなで子どもたちの応援に行こうみんなで子どもたちの応援に行こう!!!!

自
衛
官
な
ど
を
募
集
し
て

い
ま
す

パ
パ
子
育
て
講
座

　
　

開
催
団
体
を
募
集

◆
目　

的　

企
業
に
お
け
る
『
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生

活
の
調
和
）』
の
推
進

◆
対　

象　

男
性
社
員
を
対
象
と
し

た
子
育
て
講
座
の
開
催
を
希
望
す

る
企
業
や
各
団
体

◆
参
加
者　

子
育
て
中
や
こ
れ
か
ら

親
に
な
る
男
性
社
員
が
対
象
で
す

が
、
女
性
も
参
加
可
能

◆
参
加
人
数　

10
人
〜
50
人
程
度
／

１
回

◆
開
催
場
所　

会
議
室
や
休
憩
室
な

ど
を
申
込
者
で
確
保

◆
開
催
日
時　

希
望
の
日
時
で
講
師

と
日
程
調
整
（
平
日
・
土
日
・
祝

日
・
昼
夜
い
ず
れ
も
可
）

◆
費　

用　

無
料
（
た
だ
し
、
会
場

使
用
料
が
発
生
す
る
場
合
は
、
申

込
者
負
担
）

◆
応
募
数　

10
団
体
（
先
着
順
）

◆
申
込
先　

石
川
県
健
康
福
祉
部　

少
子
化
対
策
監
室　

次
世
代
グ

ル
ー
プ　

担
当　

高
山

☎
０
７
６-

２
２
５-

１
４
４
７

FAX

０
７
６-

２
２
５-

１
４
２
３

http://w
w
w
.i-oyacom

i.net/
w
ld/

◆
応
募
締
切　

平
成
23
年
３
月
15
日

（
た
だ
し
、
応
募
数
に
達
し
次
第

締
切
）

◆
定　

員　

10
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

◆
期　

間　

８
月
１
日
㈰
〜
11
月

28
日
㈰

◆
時　

間　

９
時
30
分
〜
16
時
30

分
計
１
３
０
時
間
相
当　

通
学

講
習
10
回
・
実
習
４
回
・
自
宅

学
習
（
レ
ポ
ー
ト
提
出
）

◆
会　

場　

ポ
ー
ト
サ
イ
ド
七
尾

（
ニ
チ
イ
学
館
）

◆
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
教

材
費
一
部
負
担
あ
り
）

◆
申
込
締
切　

７
月
21
日
㈬
必
着

問
石
川
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

〒
９
２
０-

０
８
６
１

　

金
沢
市
三
社
町
１
番
44
号

　

☎
０
７
６-

２
６
４-

０
５
０
３

シルバー人材センターからのお知らせシルバー人材センターからのお知らせ
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エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

て
ん
と
市

◆
日
時　

７
月
27
日
㈫　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

８
時
30
分
〜
13
時

◆
場
所　

道
の
駅
「
旬
菜
館
」
前

※
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

問
農
林
水
産
課　

☎
32-

９
２
２
１

　

IP

８-

32-

９
２
２
１

花
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

フ
ロ
ー
リ
ィ
の
イ
ベ
ン
ト

志
賀
町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

寄
付
の
お
知
ら
せ

◇
代
田
の
辻　

勢
津
子
様
か
ら
、
亡

夫
武
美
様
の
供
養
と
し
て
社
会
福

祉
向
上
に
10
万
円

◇
町
の
谷
内
昭
作
様
か
ら
、
亡
母
シ

ケ
様
の
供
養
と
し
て
社
会
福
祉
向

上
に
10
万
円

◇
町
内
匿
名
の
女
性
か
ら
、
社
会
福

祉
向
上
に
５
万
２
千
60
円

◇
匿
名
の
方
（
４
名
様
）
か
ら
、
社

会
福
祉
向
上
に
計
２
万
７
千
円

７
月
の
窓
口
延
長
業
務
の

お
知
ら
せ

富
来
高
校
開
放
講
座

羽
咋
郡
市
パ
ソ
コ
ン
要
約

筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座

基
礎
課
程
受
講
生
募
集

町
長
談
話
室
の
日
程

◆
内
容　
「
パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
」

と
は
、
講
演
や
会
話
の
内
容
な
ど

を
要
約
し
な
が
ら
パ
ソ
コ
ン
に
入

力
し
て
、
聴
覚
障
害
者
の
人
た
ち

に
伝
え
る
方
法
で
す
。

◆
日
時　

７
月
24
日
〜
10
月
16
日

毎
週
土
曜
日　

９
時
30
分
〜
12
時
30
分

◆
場
所　

羽
咋
公
民
館　

視
聴
覚
室

◆
受
講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

◆
申
込
締
切　

７
月
20
日
ま
で

問
健
康
福
祉
課　

高
齢
者
障
害
担
当

　

☎
32-

９
１
３
１

　

IP

32-

９
１
３
１

◆
日
時　

７
月
７
日
㈬
・
21
日
㈬

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◆
場
所　

役
場　

本
庁
舎
１
階

◆
日
時　

７
月
14
日
㈬
・
28
日
㈬

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

◆
場
所　

富
来
支
所

※
開
始
時
刻
お
よ
び
終
了
時
刻
は
都

合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
総
務
課　

☎
32-

１
１
１
１

　

IP 

８-

32-

１
１
１
１

◆
内
容　

料
理
を
と
お
し
て
、
ご
み

を
出
さ
な
い
工
夫
や
出
た
ご
み
の

分
別
の
仕
方
を
学
ぶ

◆
日　

時　

７
月
18
日
㈰
９
時
〜

◆
場　

所　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

◆
定　

員　

15
人

◆
参
加
費　

１
，
０
０
０
円

◆
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
箸

◆
講　

師　

室
谷
加
代
子
氏

◆
申
し
込
み　

７
月
５
日
〜
15
日

問
ク
リ
ン
ク
ル
は
く
い

　

☎
27-

１
１
５
３　

　

FAX

27-

１
１
５
４

住
民
票
・
戸
籍
謄
抄
本
・
印
鑑
証
明

な
ど
の
発
行
業
務

７
月
３
日
㈯
・
10
日
㈯
・
17
日
㈯
・

24
日
㈯
・
31
日
㈯　

９
時
〜
12
時
30
分

(

注
意)

●
窓
口
延
長
業
務
は
志
賀
町
役
場
本

庁
舎
、
住
民
課
窓
口
で
の
取
り
扱
い

と
な
り
ま
す
。
諸
証
明
発
行
業
務
で

一
部
取
扱
い
で
き
な
い
業
務
も
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
電
話
な
ど
で
確

認
の
上
、窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
住
民
課　

☎
32-

９
１
２
１

　

IP 

８-

32-

９
１
２
１

☆
創
作
フ
ラ
ワ
ー
教
室 

―
ア
ザ
ミ
作
り
―

７
月
11
日
㈰　

13
時
30
分
〜

参
加
費　

３
，
０
０
０
円

講
師　

中
村
み
ち
子
氏

※
予
約
受
付
締
切　

７
月
９
日
㈮

☆
押
し
花
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り

７
月
24
日
㈯　

14
時
〜

参
加
費　

１
，
０
０
０
円

講
師　

フ
ロ
ー
リ
ィ
ス
タ
ッ
フ

※
予
約
受
付
締
切　

７
月
17
日
㈯

☆
モ
ザ
イ
ク
タ
イ
ル
の
テ
ラ
コ
ッ
タ
作
り

７
月
27
日
㈫　

14
時
〜

参
加
費　

１
，
０
０
０
円　

定
員
10
人

講
師　

フ
ロ
ー
リ
ィ
ス
タ
ッ
フ　

※
予
約
受
付
締
切　

７
月
13
日
㈫

☆
夏
休
み
ク
ワ
ガ
タ
観
察
会

７
月
31
日
㈯　

10
時
30
分
〜

参
加
費　

無
料　

定
員
20
人

（
対
象　

１
家
族
小
学
生
１
人
ま
で
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

☆
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ク
ラ
フ
ト 

―
森
の
教
室
―

７
月
31
日
㈯　

13
時
30
分
〜

参
加
費　

５
０
０
円　

定
員
15
人

講
師　

フ
ロ
ー
リ
ィ
ス
タ
ッ
フ

※
予
約
受
付
締
切　

７
月
17
日
㈯

☆
北
陸
中
日
新
聞
主
催

「
ア
リ
ス
館
志
賀
＆
花
の
ミ
ュ
ー
ジ

毎
年
７
月
は

社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
強
調
月
間
で
す
。

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行

の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の

更
正
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合

わ
せ
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動

で
す
。

　

本
運
動
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ

は
、
金
沢
の
保
護
観
察
所
ま
で
。

　
　
　
　
　
　

主
唱　

法
務
省

◆
内
容　

夏
の
伝
統
料
理
に
挑
戦
し
よ
う

◆
日
時　

７
月
31
日
㈯
９
時
30
分
〜

　
　
　
　
（
半
日
）

◆
場
所　

富
来
活
性
化
セ
ン
タ
ー

◆
講
師　

室
谷
加
代
子
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
（
郷
土
料
理
家
）

◆
費
用　

一
般
１
，
０
０
０
円
、
中

高
生
５
０
０
円
、
小
学
生
３
０
０
円

◆
申
込
締
切　

７
月
23
日
㈮

◆
受
講
者　

県
内
の
人
は
ど
な
た
で
も
。

　
　
　
　
　

20
人
程
度

問
石
川
県
立
富
来
高
等
学
校
事
務
室

　

〒
９
２
５-

０
４
４
７

　

志
賀
町
富
来
領
家
町
ハ
の
１　
　

　

☎
42-

０
０
３
４　

　

FAX　

42-

０
９
０
４

ア
ム 

フ
ロ
ー
リ
ィ
と
北
陸
中
日
モ

デ
ル
撮
影
会
」

　

７
月
31
日
㈯　

10
時
30
分
〜

※
予
告
な
し
で
内
容
を
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

問
花
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　

フ
ロ
ー
リ
ィ

　

☎
０
７
６
７-

32-

８
７
８
７
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放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
を
利
用

し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
一
科
目

か
ら
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
人
が

学
ん
で
い
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
放
送

大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

・
募
集
期
間　

８
月
31
日
ま
で

・
お
問
い
合
わ
せ

　

放
送
大
学
石
川
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
６
―
２
４
６
―
４
０
２
９

《
大
学
説
明
会
の
お
知
ら
せ
》

　

初
め
て
入
学
す
る
人
に
は
、
次
の
と
お

り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
都
合
の
よ
い

日
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

７
月
17
日
㈯　

７
月
18
日
㈰

　

８
月
７
日
㈯　

８
月
８
日
㈰

　

８
月
21
日
㈯　

８
月
22
日
㈰

　

時
間　

10
時
30
分
〜
12
時

　
（
会
場
は
い
ず
れ
も
石
川
学
習
セ
ン
タ
ー
）

　

石
川
県
健
民
運
動
推
進
本
部
で
は
地
域

に
お
け
る
桜
の
名
所
づ
く
り
と
桜
の
美
し

い
石
川
県
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
桜
の
苗
木

を
無
料
配
布
し
ま
す
。

【
配
布
対
象
】

　

地
域
団
体
、
各
種
団
体
、
学
校
、
公
民

館
、
公
的
施
設
な
ど
の
ほ
か
３
人
以
上
の

一
般
県
民
の
グ
ル
ー
プ
お
よ
び
企
業

【
配
布
条
件
】

　

お
お
む
ね
10
本
以
上
植
え
ら
れ
る
敷
地

が
あ
る
こ
と

【
植
樹
場
所
】

　

多
く
の
人
の
目
に
触
れ
、
桜
を
と
お
し

て
地
域
に
潤
い
を
与
え
る
場
所

【
配
布
時
期
】　

11
月
中
（
予
定
）

【
配
布
苗
木
】（
品
種
８
種
類
）

　

樹
高　

1.2
ｍ
〜
1.5
ｍ

　

幹
径　

１
cm

　

樹
種　

小
松
乙
女
、
思
川
、
神
代
曙
、

　
　
　
　

一
葉
、
大
漁
桜
、
関
山
、
紅
華
、

　
　
　
　

花
笠

【
申
込
方
法
】

　

申
込
用
紙
は
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
富
来
支
所
に
あ
り
ま
す
。

【
申
込
期
限
】

　

申
込
書
を
記
入
の
上
、
７
月
23
日
㈮
ま

で
に
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
☎
32-

２
９
７
０

※
申
込
時
に
植
栽
計
画
図
、
植
栽
後
に
報

告
書
、
写
真
が
必
要
で
す
。

○
日　

時　

７
月
21
日
（
水
）　

19
時
〜

○
会　

場　

志
賀
町
文
化
ホ
ー
ル小

ホ
ー
ル

○
講　

師　

㈲
ア
ー
バ
ン
京
葉
研
究
所

　
　

代
表
取
締
役　

栗
田　

和
夫　
氏

○
演　

題　
「
ま
ち
づ
く
り
も

　
　
　
　
　
　
　

男
女
共
同
参
画
か
ら
」

○
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

日
本
都
市
計
画
学
会
会
員
、
千
葉
市
ま

ち
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
日
本
環
境
共

生
学
会
会
員
な
ど
数
多
く
の
ま
ち
づ
く
り

関
係
で
活
躍
。
昨
年
９
月
、
千
葉
市
教
育

委
員
会
表
彰
で
社
会
教
育
功
労
表
彰
を
受

賞
。
理
工
学
を
専
門
と
し
な
が
ら
、
さ
ま

ざ
ま
な
ま
ち
づ
く
り
関
連
事
業
に
携
わ

り
、
現
在
は
ま
ち
づ
く
り
ち
ば
市
民
の
会

代
表
常
任
理
事
な
ど
の
役
員
を
務
め
る
傍

ら
、
ま
ち
づ
く
り
公
開
講
座
で
活
躍
中
。

　

数
多
く
の
委
員
会
に
お
け
る
委
員
構
成

を
、
か
つ
て
の
男
性
社
会
か
ら
女
性
の
視

点
に
注
目
、
女
性
委
員
を
積
極
的
に
登
用

す
る
な
ど
男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
て

の
ま
ち
づ
く
り
、
住
民
参
加
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

　６月12日（土）13日（日）の両日にわたり町文化協会会員による「初夏の文化祭」が文
化ホールで行われました。展示は12日、13日の2日間、盆栽・生花・書道・水墨画・
短歌・俳句・川柳・絵画・星の会・読書会・写真・陶芸の展示が行われ、お茶会では
抹茶・煎茶が振る舞われました。13日は芸能アトラクションが行われ、大正琴・合唱・
民謡・曳山木遣唄・詩吟・よさこい・踊り・志賀疾風太鼓・琴の順で日頃の成果を発
表し、観客の皆様から暖かい拍手が送られました。

放
送
大
学　

10
月
生　

募
集

　

桜
の
苗
木
を
配
布

　

健
民
桜
の
名
所
づ
く
り
運
動

　

男
女
共
同
参
画
講
演
会

　
　
　
　
　
　
　
（
入
場
無
料
）

アトラクション風景 お　茶　会

展　示　風　景



広報しか 20

鹿
も
来
て
傷
癒
し
た
る
山
の
湯
に
母
娘
で
浸
か
る

今
宵
た
の
し
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
崎
て
い
子

テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
に
十
羽
の
鳥
が
遊
び
い
る

初
夏
の
日
射
し
の
海
は
凪
ぎ
い
て　
　
　
　

芳
野　

法
子

弟お
と
う
と等
の
訪
ね
て
来
た
り
し
週
末
は
山
菜
づ
く
し
の

夕
餉
賑
は
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

向
永
い
み
子

非
報
聞
く
か
つ
て
の
部
下
な
り
生
き
た
し
と

忘
れ
る
こ
と
な
き
病
床
の
笑
み　
　
　
　
　

田
端　

正
敏

初
孫
と
二
人
で
行
っ
た
野
草
園
思
い
で
巡
る
我
人
生
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

崎
田
ゆ
た
か

白
多
き
三
毛
の
雄
猫
ま
る
ま
る
と
友
の
膝
に
て

目
を
細
め
い
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
上　

久
枝

ま
ろ
き
黒
毛
生
命
の
期と

き限
の
わ
ず
か
な
る

理こ
と
わ
りし
ら
ず
柵
よ
ろ
こ
び
い
で
る　
　
　
　

  

芳
野　

典
子

霧
深
き
飛
弾
路
を
ゆ
け
ば
満
開
の
桜
の
中
に

残
雪
の
あ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
井
外
志
子

緑
な
す
黒
髪
今
は
白
髪
に　
　
　
　
　
　
　

芝
山　

照
子

山
々
も
緑
鮮
や
か
目
の
薬　
　
　
　
　
　
　

川
上　

富
子

田
の
緑
秋
に
は
実
る
黄
金
色　
　
　
　
　
　

林　

ち
よ
子

緑
映
え
生
き
づ
く
木
々
に
気
を
貰
う　
　
　

岩
井
マ
サ
子

新
緑
に
マ
ツ
茶
の
香
り
馥
郁
と　
　
　
　
　

平
島　
　

凡

ど
う
な
る
の
緑
が
狂
う
荒
れ
畑　
　
　
　
　

池
田　

洋
子

絵
手
紙
の
余
白
に
そ
っ
と
緑
添
え　
　
　
　

平
泉　

洋
子

眺
め
れ
ば
緑
景
色
に
眼
に
効
果　
　
　
　
　

長
田
千
枝
子

万
物
性
出
番
待
っ
て
た
緑
冴
え　
　
　
　
　

小
松　

康
子

ゴ
ー
ヤ
植
え
緑
の
カ
ー
テ
ン
エ
コ
気
分　
　

古
森　
　

勝

電
線
に
つ
ば
め
２
羽
し
て
長
話　
　
　
　
　

関
口
ト
ミ
コ

爽
や
か
に
ツ
バ
メ
さ
え
ず
り
春
が
来
た　
　

坂
下
二
三
子

春
浅
い
待
つ
は
ツ
バ
メ
の
里
帰
り　
　
　
　

遠
藤
美
朝
子

老
い
二
人
ツ
バ
メ
六
匹
家
族
増
え　
　
　
　

西
尾　

善
春

燕
尾
服
晴
れ
て
叙
勲
の
風
に
会
い　
　
　
　

坂
野
か
ほ
る

一
言
が
ツ
バ
メ
返
し
で
十
言
来
る　
　
　
　

小
松　

彰
一

身
の
丈
で
飾
る
気
持
ち
の
嬉
し
い
日　
　
　

石
田　

雪
路

飾
り
び
な
今
年
も
眺
め
子
を
偲
ぶ　
　
　
　

須
曽　

正
子

私
の
部
屋
趣
味
を
飾
っ
て
癒
さ
れ
る　
　
　

前
田　

志
津

つ
ば
め
来
て
愛
車
も
し
ば
し
ホ
ー
ム
レ
ス　

村
中　

光
彦

食
卓
を
飾
る
一
輪
庭
の
花　
　
　
　
　
　
　

山
本　

静
香

新
緑
に
や
さ
し
い
藤
の
花
飾
り　
　
　
　
　

吉
村
と
し
子

飾
り
気
を
捨
て
て
素
直
な
老
夫
婦　
　
　
　

木
村　

貞
涼

《 

詩う
た

の
ひ
ろ
ま
り 

夏
の
増
刊 

》

さ
庭
辺
の
て
っ
せ
ん
濡
れ
て
む
ら
さ
き
を
い
よ
い
よ

増
し
ゆ
く
し
づ
か
な
る
雨　
　
　
　
　
　
　

安
中
加
奈
子

五
月
雨
の
伊
勢
の
二
見
の
夫
婦
岩
夫
と
詣
で
き
六
十
路
に

入
り
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
瑞
千
代
子

い
つ
迄
も
寒
き
に
哀
れ
夏
野
菜
下
が
り
し
小
さ
き

胡
瓜
に
笑
み
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東　
　
　

操

耳
遠
き
夫
を
気
づ
か
い
降
り
出
だ
す
小
雨
の
音
は

言
わ
ず
に
お
き
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
野　

美
咲

玉
子
焼
き
の
匂
い
染
み
込
む
母
と
な
り
学
び
の
道

行
く
娘
見
送
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伏
谷
美
津
子

現う
つ
し
み身
の
移
り
虚う
つ

ろ
う
空う
み
せ
み蝉
の
憂
き
世
の
海
に
浮
き

沈
み
お
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
田　
　

豊

咲
き
誇
る
庭
の
つ
つ
じ
も
一
夜
さ
の
雨
に
ひ
し
が
れ

見
る
影
も
な
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
後　

一
子

ほ
の
温ぬ

く

き
季
節
な
り
し
が
降
り
立
て
る
越
後
湯
沢
は

ま
だ
肌
寒
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
島　

信
子

エ
ン
ジ
ン
の
音
一
斉
に
う
な
り
上
げ
朝
露
宿
る

草
を
刈
り
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
本　

與
彦

消
防
隊
女
盛
り
で
威
勢
良
し　
　
　
　
　
　

西
尾　

海
春

盛
り
す
ぎ
頭
の
体
操
ボ
ケ
防
止　
　
　
　
　

高
島　

和
子

居
間
の
窓
開
け
れ
ば
ア
ヤ
メ
花
盛
り　
　
　

平
川
ふ
じ
子

食
べ
盛
り
ド
ン
ブ
リ
二
杯
で
ま
だ
不
満

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
や
み
ち
さ
か
し　

減
ら
ず
口
５
歳
に
し
て
は
伸
び
盛
り　
　
　

中
畑　

良
則

聞
き
上
手
話
上
手
や
新
茶
の
香　
　
　
　
　

冨
地　

重
内

渓た
に
み
ず水
に
映
す
木
影
や
糸
蜻
蛉　
　
　
　
　
　

下
野　

久
雄

い
き
つ
け
の
店
の
一
声
飛と
び
を魚
買
ふ　
　
　
　

川
田
ま
さ
を

米
寿
な
る
顎
ま
で
沈
め
菖
蒲
の
湯　
　
　
　

長
根
尾
郁
恵

米こ
め
が
ち
ば

搗
場
集
う
古
老
に
初
つ
ば
め　
　
　
　
　

大
乗　

大
城

余
生
い
ま
幸
せ
と
し
て
今
年
竹　
　
　
　
　

須
广
と
み
子

夏
め
く
や
杖
を
た
よ
り
の
散
歩
道　
　
　
　

藤
澤　

鶴
女

黒
揚
羽
ま
ひ
る
古
墳
の
木
立
か
な　
　
　
　

小
島　

史
子

遍
行
寺
雨
に
色
増
す
牡
丹
か
な　
　
　
　
　

新
澤　

和
子
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境さ
か
い

松
水
面
に
う
つ
し
青
田
か
な　
　

  　
　

森
下
い
わ
お

偕
老
を
味
わ
い
な
が
ら
新
茶
汲
む　
　
　
　

須
广
ひ
ろ
し

母
も
子
も
鉢
巻
ま
い
て
菖
蒲
の
湯　
　
　
　

裏
田　

弘
美

桐
の
花
落
ち
て
し
ず
か
や
父
母
の
墓　
　
　

北
谷　

芳
子

耳
欠
け
し
峠
の
地
蔵
ほ
と
と
ぎ
す　
　
　
　

坂
下　

草
風

朽
ち
欠
け
し
石
段
あ
ぶ
な
苔
の
花　
　
　
　

坂
下　

豊
子

薫
風
や
緑
に
座
り
て
庭
な
が
む　
　
　
　
　

土
田
エ
ミ
子

海
沿
ひ
に
代
搔
く
能
登
の
水
光
る　
　
　
　

土
田　

清
枝

は
ま
な
す
の
香
を
そ
ん
ぶ
ん
に
父
母
の
墓　

土
田
ま
つ
い

天
神
の
裏
径
占
め
て
松
落
葉　
　
　
　
　
　

鍋
岡
美
智
子

百
人
の
稚
児
行
列
や
若
葉
風　
　
　
　
　
　

藤
田　

君
枝

古
伊
万
里
に
む
く
げ
一
輪
妙
城
寺　
　
　
　

淵
端　

三
之

夏
芝
に
疲
れ
て
憩
ふ
吟
行
会　
　
　
　
　
　

細
川
ふ
じ
子

さ
み
だ
る
る
人
待
つ
こ
こ
ろ
あ
り
に
け
り　

吉
田　

外
江

年
寄
り
の
元
気
な
在
所
茄
子
の
苗　
　
　
　

深
美　

白
鳥

飛
魚
や
大
漁
船
に
添
う
て
来
る　
　
　
　
　

高
岩
み
つ
る

日
本
一
古
き
灯
台
風
薫
る　
　
　
　
　
　
　

堀　
　

綾
子

芍
薬
の
支
へ
に
し
た
り
母
の
杖　
　
　
　
　

池
田　

玲
子

能
登
富
士
の
水
を
満
し
て
青
田
か
な　
　
　

安
田
記
美
恵

新
緑
に
心
染
ま
り
て
戻
り
け
り　
　
　
　
　

前
川
美
代
子

「
文
芸
教
室
」
に
掲
載
す
る
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
紙
面
の

制
約
が
あ
り
ま
す
の
で
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
に
つ
い
て
は
一

首
（
一
句
）
詩
に
つ
い
て
は
二
百
字
以
内
と
し
て
送
付
く
だ
さ
い
。

■
宛
先
／
〒
９
２
５ 

-０
１
９
８　

志
賀
町
末
吉
千
古
１
番
地
１

　
　
　
　

志
賀
町
教
育
委
員
会　
生
涯
学
習
課
広
報
担
当
ま
で

　
　

※
毎
月
７
日
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

◉
次
回
の
文
芸
教
室
増
刊
は
10
月
予
定
で
す
。
皆
さ
ん
の
作
品

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

文
芸
教
室

作
品
募
集

紫
陽
花
の
色
艶
や
か
に
濡
化
粧　
　
　
　
　
　
　
　

浅
子

赤
手
蟹
崖
の
穴
か
ら
顔
出
し
て
は
さ
み
振
り
あ
げ

子
ら
を
睨
み
ぬ　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
津
江

瀬
戸
内
の
六む

そ

じ
十
路
の
同と

も輩
の
訃し
ら
せ報

受
く

彼か
な
た方

向
か
い
て
両
の
手
合
わ
せ　
　
　
　
　

松
本
理
希
三

　

次
の
日
程
で
天
体
観
望
会
を
行
い
ま
す
。　

　

一
緒
に
観
望
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
日　

時　

７
月
17
日
㈯
〜
19
日
㈷

　
　
　
　
　
　

午
後
７
時
〜
９
時

　
　
　
　
　

※
雲
天
・
雨
天
時
は
中
止

○
場　

所　

志
賀
町
学
校
給
食
共
同
調
理
場
裏

の
広
場

○
内　

容

　
　

・
天
体
望
遠
鏡
に
よ
る
観
望

　
　

・
南
西
の
空
で
月
・
水
星
・

金
星
・
火
星
・
土
星
が
一

直
線
に
観
測
が
で
き
ま
す
。

○
留
意
点

　
　

・
自
家
用
車
は
角
力
場
側
に
駐
車
く
だ
さ
い
。

　
　

・
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
と
し
ま
す
。 

○
指　

導　

志
賀
星
の
会

○
お
問
い
合
わ
せ　

志
賀
星
の
会　

沢
田　

忠
夫

ま
で
☎
32-

１
０
８
５

天
体
観
望
会
の
お
知
ら
せ

天
体
観
望
会
の
お
知
ら
せ

新
し
い
日
々
の
た
め
に

田
中
テ
イ
コ

世
の
中
は
心
を
映
す
鏡
だ
と
思
う

政
治
の
ゴ
タ
ゴ
タ
も
然
り
、
い
ま
わ
し
い
親
子
殺
人
も
然
り
、

心
の
歪
み
、
物
欲
に
引
き
裂
か
れ
、
ひ
び
わ
れ
た
大
人
達
の
心

の
姿･･･

私
は
終
戦
一
カ
月
前
の
空
襲
で
戦
災
に
遭
い
、
家

も
失
い
山
の
中
に
逃
げ
こ
み
野
宿
を
４
日
も
し
た
私
の
乙
女
時

代
、
沢
山
の
人
た
ち
が
皆
蕗
畠
に
逃
げ
て
来
て
野
宿
し
た
。
Ｂ

29
が
32
機
も
来
た
の
で
あ
る
。
北
海
道
の
蕗
の
葉
は
大
き
い
も

の
で
、
一
米
も
あ
り
、
そ
れ
を
草
わ
ら
に
敷
い
て
寝
た
。
そ
の

時
ぜ
ん
ぜ
ん
見
ず
し
ら
ず
の
人
た
ち
が
女
学
生
だ
っ
た
私
、
着

の
身
着
の
ま
ま
着
る
も
の
も
な
く
一
人
で
寝
て
い
た
ら
笑
顔
で

「
こ
れ
食
べ
な
さ
い
」
と
お
に
ぎ
り
や
ら
豆
の
ゆ
で
た
の
や
ら

分
け
て
く
れ
、
涙
が
出
る
程
う
れ
し
く
感
謝
し
た
。
家
族
４
人

の
男
た
ち
は
全
員
出
征
し
、
家
に
は
母
一
人
畠
守
を
し
て
私
は

挺
身
隊
に
学
校
か
ら
行
か
さ
れ
、
駅
で
宿
を
と
り
家
に
は
帰
ら

ず
に
い
た
。
山
の
方
に
逃
げ
た
け
ど
母
の
事
が
心
配
で
心
配
で

寝
れ
た
も
ん
で
な
か
っ
た
。
生
き
た
心
地
も
せ
ず
探
し
ま
く
っ

た
け
ど
４
日
目
に
会
う
事
が
出
来
、
お
互
い
大
声
で
抱
き
合
っ

て
泣
い
た
。
今
は
81
才
の
高
齢
者
に
な
り
元
気
で
生
か
さ
れ
て

い
る
け
れ
ど
昔
は
少
し
の
食
糧
で
も
困
っ
た
人
に
分
け
合
う
と

い
う
や
さ
し
い
気
持
ち
の
日
本
人
が
い
て
亡
き
母
か
ら
は
我
慢

と
忍
耐
の
言
葉
を
た
た
き
込
ま
れ
、大
い
に
役
に
立
っ
た
。「
日

本
の
美
し
い
心
も
道
も
失
っ
た
時
に
は
国
は
滅
び
る
」
と
良
く

聞
く
が
政
治
の
事
は
う
と
い
乍
も
一
日
中
同
じ
事
を
繰
り
返
し

繰
り
返
し
聞
く
に
つ
け
、
だ
ん
だ
ん
不
快
感
を
感
じ
る
そ
れ
に

つ
け
て
も
わ
ず
か
な
品
を
顔
も
知
ら
な
い
人
が
笑
顔
で
分
け
て

く
れ
た
行
動
が
懐
か
し
い
。
苦
し
い
乍
な
が
ら

も
昔
は
あ
た
た
か
さ
が

あ
り
、
政
府
も
し
っ
か
り
自
分
の
事
ば
か
り
考
え
ず
に
国
が
滅

び
な
い
様
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
つ
く
づ
く
思
う
今
日
此
の
頃

で
あ
る
。
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　(や)：やすらぎテレビ　(か)：かがやきテレビ

　(う)：うるおいテレビ　(い)：いきおいテレビ

　(ふ)：ふれあいテレビ　(み)：みらいテレビ

曜日 月・水・金 火・木 土・日

時間 番　　組　　内　　容 番　　組　　内　　容 番　　組　　内　　容

6:00 (や)児童館だより・図書館だより他 (い)郷土の先人たちPART2 (かA)青春全開　志賀高！

7:00 (み)しかチャンニュース (ふ)ぶらり志賀町の旅 (かB)志賀町の文化財-第16回-

8:00 (かA)青春全開　志賀高！ (み)しかチャンニュース (ふ)ぶらり志賀町の旅

9:00 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース 土日特番①
「第49回羽咋郡市中学校相撲大会」
土日特番②
「第39回羽咋郡市消防団連合会連合訓練大会」

10:00 (かB)志賀町の文化財-第16回- (や)児童館だより・図書館だより他

11:00 (い)郷土の先人たちPART2 (かA)青春全開　志賀高！

12:00 (ふ)ぶらり志賀町の旅 (かB)志賀町の文化財-第16回- (い)郷土の先人たちPART2

13:00 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース

14:00 (み)しかチャンニュース (み)しかチャンニュース (み)しかチャンニュース

14:45 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより

15:00 (や)児童館だより・図書館だより他 (い)郷土の先人たちPART2 (かA)青春全開　志賀高！

16:00 (かB)志賀町の文化財-第16回- (ふ)ぶらり志賀町の旅 (や)児童館だより・図書館だより他

17:00 (い)郷土の先人たちPART2 (や)児童館だより・図書館だより他 (み)しかチャンニュース

17:45 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより

18:00 (かA)青春全開　志賀高！ (かB)志賀町の文化財-第16回- (ふ)ぶらり志賀町の旅

19:00 (み)しかチャンニュース (み)しかチャンニュース (み)しかチャンニュース

19:30 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース

20:45 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより 北陸電力志賀原だより

21:00 (ふ)ぶらり志賀町の旅 (かA)青春全開　志賀高！ 土日特番①
「第49回羽咋郡市中学校相撲大会」
土日特番②
「第39回羽咋郡市消防団連合会連合訓練大会」

22:00 (み)しかチャンニュース (い)郷土の先人たちPART2

23:00 (や)児童館だより・図書館だより他 (み)しかチャンニュース

24:00 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース 北國新聞ニュース

25:00 終了 終了 終了

しかチャンネル
番組ガイド６月

しかチャンネル
番組ガイド６月
ししししかかかかチチチチャャャャンンンンネネネネルルルル
しかチャンネル
番組ガイド６月

しかチャンネル
しかチ ネルしかチ ネル番組ガイド６月しかチャンネルしかチャンネル
番組ガイド６月番組ガイド 月
しかチャンネル
番組ガイド７月

※都合により、放送内容を一部変更することがあります。　地上デジタル放送（091ch）の EPG でもご覧いただけます。

志賀町ホームページ　バナー広告掲載募集！

■会社やお店のＰＲにぜひご活用ください。
　〈掲載位置〉　志賀町ホームページのトップページ下
　〈広告料〉
　　①町外事業所　　１枠　月額５，０００円
　　②町内事業所（町内に営業所などを有する事業所を含む）
　　　　　　　　　　１枠　月額２，０００円
　〈申込方法〉
　　「志賀町ホームページ広告掲載申込書」を記入し、
　情報推進課まで提出してください。　
　　※詳しくは、町ホームページをご覧ください。
　　http://www.town.shika.lg.jp/
　【お問い合わせ・申し込み】　
　　情報推進課　　　☎ 32-9261 または 32-9999

■　かがやきテレビＡ
　「青春全開　志賀高！」
　　志賀高校の学校行事の様子や部活動などを紹
介します。

■　かがやきテレビＢ
　「志賀町の文化財 -第 16 回 -」
　　第16回は『天然記念物　その２』です。

■　土日特番①
　「第49回羽咋郡市中学校相撲大会」
　　６月１日（火）、羽咋市の唐戸山相撲場を会
場に、羽咋郡市の中学校６校（羽咋、邑知、志
雄、押水、志賀、富来）から全校生徒が集まり、
第49回羽咋郡市中学校相撲大会が開催されま
した。
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町内 IP 8-32-0339

予予　　防防　　接接　　種種

内　容 実施日 対　象 場所

BCG
予防接種 ７月１日（木） ４カ月健診受診時～生後６カ月未満 志

【受付時間】13:30 ～ 14:30

【受付時間】13:30 ～ 14:00乳幼児健康診査乳幼児健康診査
内　容 実施日 対　象 場所

４カ月児健診 ７月１日（木） 平成22年3月生まれ
志

１歳６カ月児健診 ７月15日（木） 平成20年11月～
12月生まれ

健健　　康康　　相相　　談談
内　容 実施日 時　間 場所

いきいき健康相談 毎週金曜日 10:00 ～ 11:30
志

こころの健康相談 ７月16日（金） 13:00 ～ 14:00

【対象者】どなたでも

※こころの健康相談は、１週間前までに予約が必要です

機機　　能能　　訓訓　　練練
内　容 実施日 時　間 場所

リハビリ教室

毎週月曜日
（祝日は除く） 10:00 ～ 13:00 と

毎週金曜日
（祝日は除く） 10:00 ～ 13:00 志

【対象者】脳卒中後遺症者等で日常生活
　　　　　　がおおむね自立している人

※介護認定を受けている人は対象外です。
※初めての人は、事前に保健福祉センターまで相談してください。

すくすく子育てすくすく子育て
内　容 実施日 対　象 時　間 場所

すくすく　
子育て相談

７月１日（木）

乳幼児のお
子さんとお
母さんどな
たでも

15:30 ～
16:00 志

７月15日（木）

げんキッズ広場 毎週火・金曜日
（祝日は除く）

10:00 ～
11:30

志

ゆう遊クラブ
７月13日（火） 志

７月27日（火） 富

モグモグ教室 ７月６日（火）
４カ月健診後
～１歳未満の
お子さん

志

※すくすく子育て相談を希望の人は、事前に相談内容をご連絡ください。

※モグモグ教室に参加を希望する人は、事前に保健福祉センターまで

　ご連絡ください。

介介　　護護　　予予　　防防 【対象者】65歳以上の人

※鶴亀おたっしゃ教室は、ストレッチ体操や健康相談をします。
※志賀町健幸教室参加を希望する人は、事前にご連絡ください。日程表
　を送付します。

内　容 実施日 時　間 場所

男性の料理教室
７月７日（水） 10:00 ～

12:30

富来活性化セン
タ ー・ 調 理 室

７月14日（水） 志賀町文化ホー
ル・ 調 理 室

鶴亀
おたっしゃ教室

７月８日（木） 10:00 ～
11:00

や す ら ぎ荘
７月22日（木）

志賀町健幸教室
７月９日（金） 13:30 ～

15:00
志賀町デイサー
ビスセンター　
介護予防教室７月23日（金）

※ゆう遊クラブの催しは、13日はベビーマッサージ（要予約）、27日は
　お話会をします。

※男性の料理教室参加を希望の人は、事前にご連絡ください。

女性がん検診女性がん検診
子宮がん検診（20歳以上の女性）、乳がん検
診（30歳以上の女性）、骨密度検診（20～ 70
歳までの５歳刻み年齢の女性）

内　容 実施日 受付時間 場　所

女性がん

検　診

７月３日（土）
9:00 ～ 10:00 加 茂 公 民 館

13:00 ～ 14:00 中甘田公民館

７月４日（日） 13:00 ～ 14:00 富 来 活 性 化
セ ン タ ー

７月31日（土）
9:00 ～ 10:00 西海高齢者活

性化センター

13:00 ～ 14:00 西浦コミュニ
ティセンター

※子宮がん個別検診

　期間は７月１日（木）～ 12 月医療機関年末休み前日までです。
　個別検診希望者は必ず事前に保健福祉センターへ申し込みしてくだ
　さい。（11 月 30 日まで）　後日、受診票を送付します。

　特に今年度３歳になったお子さんから積極的勧奨を行います。接種を希望する人は予防接種券、母子手帳を持参し、
協力医療機関で接種してください。７歳半未満で、一度も日本脳炎ワクチンを接種していない場合は、医療機関と相
談の上接種してください。第Ⅱ期（9歳以上 13 歳未満の追加接種）は安全性と有効性が確認されていないため、現
在は接種できませんので注意してください。（接種機会を逃したお子さんや第Ⅱ期対象者の対応は国が検討中です）。
お問い合わせは　保健福祉センターまで　☎ 32-0339　IP　8-32-0339

【積極的勧奨が差し控えられていた日本脳炎予防接種が再開されました】
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７月
休館日のご案内

●
お
は
な
し
会

日
時　

７
月
７
日
㈬
・
21
日
㈬　

16
時
か
ら

場
所　

１
階
・
絵
本
コ
ー
ナ
ー

５日（月）・12日（月）・19日（月）
・26日（月） 

開館時間
 平　　日　9：30 ～ 18：30
 土･日・祝　9：30 ～ 17：00

お問い合わせ
 志賀町立図書館 ☎32－1740  
　　　町内 IP 8 －32－1740      
 志賀町立富来図書館 ☎42－2777
　　　町内 IP 8 －42－2777

志賀町携帯サイト

ＱＲコード

◆
新
着
の
本
◆

○
民
王　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
井
戸　

潤

○
あ
ん
ち
ゃ
ん　
　
　
　
　
　
　

北
原
亞
以
子

○
神
の
手　

上
・
下　
　
　
　
　

久
坂
部　

羊

○
竜
馬
の
油
断　
　
　
　
　
　
　

津
本　
　

陽

○
明
日
の
空　
　
　
　
　
　
　
　

貫
井　

徳
郎

○
影
法
師　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
田　

尚
樹

○
ペ
ン
ギ
ン
・
ハ
イ
ウ
ェ
イ　
　

森
見
登
美
彦

○
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド　
　
　
　
　
　

道
尾　

秀
介

○
夜
行
観
覧
車　
　
　
　
　
　
　

湊　

か
な
え

●
ハ
ウ
ル
の
お
は
な
し
宅
急
便

日
時　

７
月
28
日
㈬　

11
時
か
ら

場
所　

富
来
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

本
と
親
し
む
夏
!!

　

も
う
す
ぐ
夏
休
み
が
や
っ
て
き
ま
す
。
夏
休
み
を
利
用
し
て
、
長

編
小
説
や
名
作
を
読
ん
で
み
る
の
も
い
い
で
す
ね
。
図
書
館
で
は
工

作
や
自
由
研
究
の
本
も
多
数
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。
平
日
は
18
時
30

分
ま
で
開
館
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
ね
!!

◆
お
す
す
め
の
本
◆

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
は
な
し
会

日
時　

７
月
10
日
㈯　

14
時
か
ら

場
所　

１
階
・
絵
本
コ
ー
ナ
ー

●
夏
の
お
は
な
し
会

日
時　

７
月
24
日
㈯　

14
時
か
ら

場
所　

２
階
・
視
聴
覚
室

対
象　

幼
児
・
小
学
生

　
「
あ
つ
い
夏
。
そ
ん
な
夏
に
ぴ
っ
た
り
の
お

は
な
し
を
用
意
し
ま
し
た
。
楽
し
い
お
は
な
し

を
聞
い
て
夏
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
！
」

●
上
映
会

　
「
ス
ポ
ッ
ト
」

　

あ
ら
す
じ
…
能
天
気
な
郵
便
配
達
員
の
ゴ
ー

ド
ン
は
大
の
犬
嫌
い
。
毎
朝
、
配
達
地
域

の
猛
犬
と
バ
ト
ル
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。

そ
ん
な
彼
が
想
い
を
寄
せ
る
女
性
の
愛
息

ジ
ェ
イ
ム
ズ
と
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
捜
査
犬
の
ス

ポ
ッ
ト
を
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
預
か
る
こ

と
に
な
り
…

　
　
　

ハ
プ
ニ
ン
グ
続
出
の
痛
快
ス
ー
パ
ー
・

コ
メ
デ
ィ
で
す
。

日
時　

７
月
17
日
㈯　

13
時
30
分
か
ら

場
所　

２
階
・
視
聴
覚
室

○
梅
干
し
の
本

　
　
　

藤
巻　

あ
つ
こ

　

重
石
の
い
ら
な
い
か
ん
た
ん
少
量
漬
け
か

ら
、
減
塩
梅
干
し
、
小
梅
の
カ
リ
カ
リ
漬
け
、

青
梅
ジ
ャ
ム
ま
で
、
絶
対
失
敗
し
な
い
梅
干

し
作
り
の
レ
シ
ピ
と
秘
訣
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
梅
干
し
を
使
っ
た
調
味
料
や
料
理
も
収

録
。
自
分
で
漬
け
た
梅
干
し
は
、
一
味
違
い

ま
す
。

○
く
つ
や
の
ね
こ

　

い
ま
い　

あ
や
の

　

あ
る
と
こ
ろ
に
貧
し
い
靴
屋
と
ね
こ
が
暮

ら
し
て
い
ま
し
た
。
腕
が
よ
い
に
も
関
わ
ら

ず
、
古
く
な
っ
た
靴
屋
に
は
誰
も
見
向
き
も

し
ま
せ
ん
。
悩
む
靴
屋
に
ね
こ
は
こ
う
言

い
ま
す
。「
私
に
長
靴
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ

い
！
」
と
。
さ
て
、
ね
こ
は
一
体
ど
う
す

る
つ
も
り
？
民
話
「
長
靴
を
は
い
た
ね
こ
」

を
ア
レ
ン
ジ
し
た
作
品
で
す
。
愛
ら
し
い

ね
こ
の
表
情
に
も
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

『
渡
野
玖
美
』　　
　

志
賀
町
立
図
書
館

■
志
賀
町
立
富
来
図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
■

８
月
１
日
（
日
）
は
や
っ
ち
ゃ
祭
り
開
催
の
た
め
、

志
賀
・
富
来
両
館
と
も
臨
時
休
館
し
ま
す
。

　

富
来
図
書
館
で
は
、
雑
誌
を
新
し
く
入

れ
替
え
ま
し
た
。

　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
を

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
‼

　

郷
土
の
女
流
作
家
、
渡
野
玖
美
さ
ん
の

文
学
ア
ル
バ
ム
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

全
編
カ
ラ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

貸
出
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。



広報しか 25

★★７月行事予定★７月行事予定★
　４日（日）
１１日（日）
２１日（水）  

七夕茶会
オカリナクラブ
グラウンドゴルフ

13：30 ～
13：30 ～
15：30 ～

18日（日）、19日（月・祝）

●志賀町児童館
32-1724

町内 IP 8-32-1724

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

　

児
童
館
裏
の
畑
で
サ
ツ
マ
イ
モ
の

苗
植
え
を
体
験
し
ま
し
た
。
先
生
か

ら
「
苗
は
ね
か
せ
て
植
え
て
ね
」
と

い
う
ア
ド
バ
イ
ス
の
後
、
金
時
芋
の

苗
を
等
間
隔
に
植
え
つ
け
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、｢

葉
っ
ぱ
か
ら
お

芋
が
で
き
る
が｣

と
い
い
な
が
ら
、

苗
に
優
し
く
土
を
か
け
て
い
ま
し

た
。
ウ
グ
イ
ス
の
声
、ツ
バ
メ
の
巣
、

ミ
ミ
ズ
の
発
見
と
い
う
サ
プ
ラ
イ
ズ

も
あ
っ
て
楽
し
い
苗
植
え
と
な
り
ま

し
た
。

　

児
童
館
で
は
異
年
齢
の
友
達
が
、

一
輪
車
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ボ
ー
ル

遊
び
な
ど
を
し
な
が
ら
自
由
に
、
楽

し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も

低
学
年
に
人
気
の
遊
び
は
一
輪
車
で

す
。
一
輪
者
は
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
の

が
難
し
く
、
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
根

気
よ
く
練
習
し
て
い
ま
す
。
児
童
館

な
ら
で
は
の
遊
び
に
ト
ラ
イ
し
て
、

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
で
は
初
心
者

が
多
く
、
ラ
ケ
ッ
ト
の
持
ち
方
、
素

振
り
、
サ
ー
ブ
を
中
心
に
練
習
。
子

ど
も
た
ち
は
、「
サ
ー
ブ
が
難
し
い

よ
」
と
い
い
な
が
ら
も
、
根
気
よ
く

　　　★申し込み、お問い合せは
　　　志賀町児童館　まで　☎ 32-1724
　　　　　　　　　町内IP 8-32-1724

コ
ー
ト
の
左
右
に
サ
ー
ブ
を
打
っ
て

い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
シ
ン
グ
ル
ス

の
試
合
に
も
ト
ラ
イ
。
コ
ー
ト
狭
し

と
動
き
回
り
、
シ
ャ
ト
ル
の
飛
ぶ
方

向
に
一
喜
一
憂
し
て
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト

　

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室
で
は
ぞ

う
さ
ん
と
恐
竜
作
り
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
創
意
工
夫
し

な
が
ら
、
切
っ
た
り
、
貼
っ
た
り
、

組
み
立
て
た
り
し
て
制
作
。
仕
上
げ

に
、
パ
ン
チ
で
ぬ
い
た
星
や
ハ
ー
ト

を
飾
り
、
思
い
思
い
の
ぞ
う
さ
ん
と

恐
竜
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
平
面
の

一
枚
の
紙
と
向
き
あ
い
、
立
体
の
形

あ
る
も
の
を
作
り
、「
可
愛
い
ぞ
う

さ
ん
が
で
き
た
よ
」
と
嬉
し
そ
う
な

表
情
を
し
て
い
ま
し
た
。

☎

た
く
ま
し
い
心
と
体
を
育
ん
で
ほ
し

い
も
の
で
す
。

一
輪
車
に
夢
中

　
★
オ
カ
リ
ナ
ク
ラ
ブ
生
徒
募
集

　

７
月
11
日
㈰
か
ら
オ
カ
リ
ナ
ク
ラ

ブ
の
練
習
が
始
ま
り
ま
す
。
オ
カ
リ

ナ
が
初
め
て
で
も
浦
幸
子
先
生
が
優

し
く
教
え
て
く
れ
ま
す
。
一
緒
に
オ

カ
リ
ナ
を
吹
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
受

講
を
希
望
す
る
人
は
児
童
館
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え

お　
知　
ら　
せ

　

６
月
９
日
㈬
、
志
賀
町
商
工
会

青
年
部
の
皆
さ
ん
に
、
児
童
館
の

外
庭
の
除
草
と
清
掃
の
奉
仕
作
業

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
厚

意
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
有
り
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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志
賀
町
教
育
委
員
会
の

　
　
　
　

新
し
い
取
り
組
み

加
茂
小
学
校

光
る
子　

加
茂
っ
子

　
「
光
る
子　

強
い
子　

明
る
い
子
」
こ
れ
が
本

校
の
め
ざ
す
児
童
像
で
す
。
昨
年
度
か
ら
は
、
こ

の
う
ち
「
光
る
子
」
を
メ
イ
ン
に
掲
げ
、「
向
上

心
を
持
っ
て
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
、学
習
、ス
ポ
ー

ツ
、
文
化
活
動
な
ど
で
光
り
輝
く
子
」
を
め
ざ
し

て
、
日
々
の
教
育
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

加
茂
小
学
校
は
全
校
児
童
が
30
人
で
す
。
児
童

数
の
減
少
に
よ
り
、
平
成
17
年
度
か
ら
複
式
学
級

が
で
き
ま
し
た
。
今
年
も
２
年
・
３
年
の
複
式
学

級
、
４
年
・
５
年
の
複
式
学
級
が
あ
り
ま
す
。
異

学
年
の
児
童
が
一
つ
の
教
室
で
生
活
す
る
の
が
複

式
学
級
で
す
。
複
式
学
級
が
初
め
て
で
き
た
と
き

は
、
児
童
も
保
護
者
も
学
校
職
員
も
戸
惑
い
、
学

習
や
生
活
面
で
の
課
題
を
感
じ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
で
は
ほ
と
ん
ど
の
問

題
点
が
改
善
さ
れ
、
効
果
的
な
指
導
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

少
人
数
の
良
さ
を
生
か
し
て

　

少
人
数
、複
式
で
あ
る
こ
と
は
今
も
同
じ
で
す
。

そ
の
こ
と
を
負
の
問
題
と
捉
え
ず
、「
良
さ
」
と

捉
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
考
え
方
を
変
え
る
こ

と
で
、
少
人
数
で
あ
る
こ
と
の
良
さ
を
た
く
さ
ん

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１　

１
時
間
の
授
業
で
、
全
員
が
自
分
の
考
え
を

何
度
も
発
表
で
き
る
。

２　

一
人
一
人
に
担
任
の
目
が
行
き
と
ど
く
。

３　

児
童
も
職
員
も
全
員
が
互
い
の
名
前
と
顔
を

知
っ
て
い
る
。

４　

下
学
年
に
は
上
学
年
を
敬
う
気
持
ち
、
上
学

年
に
は
自
覚
と
責
任
感
を
育
て
る
こ
と
が
で
き

る
。

学
校
図
書
館
へ
の
司
書
の
配
置

・「
読
み
・
書
き
・
そ
ろ
ば
ん
」
と
言
わ
れ

ま
す
が
、
読
書
活
動
は
国
語
の
み
な
ら
ず
、

全
て
の
教
科
の
学
ぶ
力
を
培
う
上
で
、
大
変

重
要
で
す
。

　

志
賀
町
で
は
町
内
の
小
中
学
校
の
学
校
図

書
館
の
充
実
と
活
性
化
を
は
か
る
た
め
に
、

「
学
校
図
書
館
司
書
」
を
配
置
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
の
生
き
方
や
将
来

の
目
標
の
指
針
と
な
る
す
ぐ
れ
た
文
学
作
品

や
、
偉
人
の
伝
記
、
歴
史
書
か
ら
地
理
、
自

然
科
学
関
係
の
書
籍
な
ど
を
整
理
し
て
子
ど

も
た
ち
が
図
書
館
を
利
用
し
や
す
く
し
た

り
、
読
み
聞
か
せ
な
ど
に
よ
り
本
に
興
味
を

持
た
せ
る
こ
と
を
ね
ら
っ
た
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
１
人
の
配
置
で
す
が
、
先
進
地

で
あ
る
白
山
市
で
の
基
本
研
修
、
七
尾
市
で

の
実
地
研
修
を
へ
て
、
現
在
は
町
内
各
小
中

学
校
図
書
館
の
現
状
調
査
お
よ
び
整
備
の
た

め
に
巡
回
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た

ち
へ
の
読
書
指
導
や
各
教
科
の『
調
べ
学
習
』

へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
現
場
か
ら
は
「
子
ど
も
た
ち
は
司
書

の
方
の
来
ら
れ
る
日
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い

ま
す
」「
学
習
の
支
援
に
大
変
助
か
っ
て
い

ま
す
」「
ぜ
ひ
、
各
校
ご
と
に
専
任
の
司
書

を
配
置
し
て
欲
し
い
」
と
の
要
望
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
の
た

め
、
各
校
一
人
づ
つ
の
配
置
を
め
ざ
し
て
順

次
、充
実
を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

教 育
志 学

教育長ホットニュース

校
長　

前
田　

直
昭

な
ど
、
良
さ
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
員
数
が
少
な
い
の
で
、
行
事
に
は
お
父
さ

ん
も
お
母
さ
ん
も
参
加
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
行
事
へ
の
参
加
率
は
１
０
０
％
を
超

え
ま
す
。「
参
加
率
を
ア
ッ
プ
し
よ
う
」
と
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
目
標
を
掲
げ
る
学
校
に
は
考
え
ら
れ
な
い
実

情
で
す
。

今
年
の
努
力
目
標

　

今
年
の
努
力
目
標
の
一
つ
は
、「
先
輩
を
目
標

に
が
ん
ば
ら
せ
る
こ
と
」
で
す
。
昨
年
度
、
卒
業

し
た
先
輩
が
残
し
た
運
動
の
記
録
を
一
階
の
廊
下

に
掲
示
し
ま
し
た
。
先
輩
の
笑
顔
の
写
真
と
記
録

を
カ
ー
ド
形
式
に
印
刷
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、

先
輩
の
記
録
を
超
え
る
こ
と
を
目
標
に
、
次
は
、

さ
ら
に
上
の
記
録
を
目
指
す
こ
と
を
今
年
の
目
標

と
し
て
示
し
ま
し
た
。

地
域
で
加
茂
の
宝
を
見
守
り
育
て
る

　

加
茂
は
昔
か
ら
、
地
域
と
学
校
が
一
体
と
な
っ

て
、
子
育
て
に
取
り
組
む
す
ば
ら
し
さ
が
あ
り
ま

す
。
先
日
の
社
会
体
育
大
会
の
会
場
で
行
っ
た
、

加
茂
っ
子
見
守
り
隊
の
紹
介
式
で
「
見
守
り
隊
の

隊
員
は
地
域
の
み
な
さ
ん
全
員
で
す
。」
と
お
話

し
し
ま
し
た
。「
家
庭
の
教
育
力
」「
地
域
の
教
育

力
」
に
支
え
ら
れ
、
地
域
と
学
校
が
共
に
、
大
事

な
加
茂
の
宝
を
見
守
り
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

そ
の
子
た
ち
が
成
人
し
、
加
茂
に
戻
り
、
新
し

い
家
庭
を
築
き
、
加
茂
地
区
に
子
ど
も
た
ち
の
声

が
に
ぎ
や
か
に
響
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

学
校
現
場
の
多
忙
感
解
消
へ

取
り
組
み
ま
す
。

　

学
校
の
先
生
の
仕
事
は
？
も
ち
ろ
ん
子
ど

も
た
ち
へ
の
基
礎
的
な
学
習
指
導
を
は
じ

め
、
成
長
段
階
に
応
じ
て
行
う
自
主
・
自
立

の
た
め
の
支
援
で
す
。

　

以
前
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
家
庭
や
地
域

で
行
わ
れ
て
い
た
躾
し
つ
け

や
規
範
意
識
を
は
じ

め
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
な
ど
の
指
導
も
期
待

さ
れ
て
い
る
部
分
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
学
校
現
場
の
現
状
は
と
言
い
ま

す
と
、
個
人
差
に
よ
る
ば
ら
つ
き
の
大
き
さ

は
あ
り
ま
す
が
、
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
の
指
導

で
週
１
回
の
休
養
も
取
れ
な
い
ほ
ど
の
ケ
ー

ス
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

志
賀
町
教
育
委
員
会
で
は
現
在
、
教
育
現

場
の
実
態
調
査
を
行
い
、
教
職
員
が
前
向
き

に
希
望
を
持
っ
て
、教
育
活
動
に
や
り
が
い
・

生
き
が
い
を
も
っ
て
当
た
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
皆
さ
ま

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

堀　内　由　美
　同志社大学大学院修了
　資格　司書

平
成
22
年
度
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氏　

名

本　

籍

新
本
籍

福
島　

雄
大

東
京
都

東
京
都

堀　

真
依
子

安
部
屋

細
川　

宗
矩

米　

浜

米　

浜

森　
　

朱
里

金
沢
市

霜
出　

博
史

岩　

田

岩　

田

米
田　

和
美

穴
水
町

柿
本　

秀
洋

西
海
風
戸

西
海
風
戸

田
舎
亜
希
子

北
吉
田

銭
谷　

智
洋

西
海
風
戸

西
海
風
戸

橋
本
い
ず
み

小
松
市

川
端
清
一
郎

高
浜
町

高
浜
町

田
島
勢
津
子

川　

尻

今
部　

孝
治

七
尾
市

末　

吉

越
後　

典
子

宝
達
志
水
町

福
田　

伸
行

金
沢
市

金
沢
市

荒
木　

由
佳

貝　

田

当番医名 住　所 電話番号 当番薬局 住　所

４日
(日)

羽咋診療所（内） 羽咋市柳橋 22-5652
は く い 薬 局 羽咋市的場町

松江産婦人科内科医院 羽咋市島出町 22-2479

11日
(日)

岡田医院（内） 志賀町富来領家町 42-1921
くすりのまき薬局 宝達志水町今浜

松江外科胃腸科医院 羽咋市松ケ下 22-7888

18日
(日)

ひよりクリニック（内・外） 志賀町富来地頭町 42-2300
押水瑠璃光薬局 宝達志水町門前

田村眼科クリニック 羽咋市鶴多町 22-0026

19日
(月・祝)

松柳医院（内） 羽咋市島出町 22-0011
志雄瑠璃光薬局 宝達志水町萩市

西村内科胃腸科クリニック 宝達志水町今浜 28-2033

25日
(日)

前川医院（内） 羽咋市酒井町 26-0210
羽 咋菜の花薬局 羽咋市柳橋堂田

金田内科医院 羽咋市千里浜町 22-2864

※診療時間は、午前９時から正午までです。受診の際には、事前に病院へ電話連絡してください。
※休日夜間当番薬局　時間／午後８時～午前８時

７

【お 断 り】
　このコーナーは、当町で届け
出をし、希望者のみ掲載してい
ます。他市町村での届け出を予
定し、掲載を希望する場合は届
出書の余白に「広報掲載希望」
とお書きください。

５

総人口 23,567人

男 11,175人

女 12,392人

世帯数 8,083世帯

( ５月末現在)
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岡
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西
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富
来
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家
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矢
蔵
谷

舘　

開
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年　

齢

本
籍
ま
た
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住
所

大
矢　

昌
子

辻　
　

武
美

柴
田　

直
二

松
江
よ
し
子

仲
谷
み
つ
い

松
田　

刃
藏

松
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秀
治

⻆
野
ふ
み
子

甲
野
美
喜
子

三
島
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シ
エ

米
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田
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正
則

漆
原　

益
造

谷
内
真
由
美

谷
内　

一
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松
林
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次

櫻
井
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一
雄
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俊
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江

権
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尾
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清
行

室
木
倭
文
子

三
原　

幸
作

高
橋　

ヤ
ソ

半
山
重
次
郎

岩
本
七
太
郎

吉
村　

弘
江

中
谷　

喜
一

穴
田　

春
一

松
谷　

豊
成

7468736885858071918774918349508965647485889782969389879357708581
歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳

安
津
見

代　

田

谷　

屋

大
福
寺

安
津
見

鵜
野
屋

大　

島

福　

野

末　

吉

赤　

住

富
来
地
頭
町

安
部
屋

八　

幡

宿　

女

甘　

田

赤　

崎

矢　

田

福　

野

安
津
見

鹿　

頭

富
来
領
家
町

田　

原

荒　

屋

酒　

見

二
所
宮

酒　

見

長　

田

清
水
今
江

堀　

松

大　

笹

大　

笹

稲　

敷
32

人人

人人



このコーナーに掲載する写真を募集しています。子どもやペット、サークル
仲間の写真などコメントを添えて情報推進課広報放送係まで送ってください。

7
59

(

岩
田)(

父:

芳
彦　

母: 

江
利
子)

た
く
さ
ん
食
べ
て
元
気
い
っ
ぱ
い
の
蒼
空
♥

た
く
ま
し
く
育
っ
て
ね
。

(

矢
駄)(

父:

満
仁　

母: 

亜
湖)

い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
！
食
べ
る
こ
と
が
大
好

き
で
す
。
た
く
さ
ん
の
笑
顔
あ
り
が
と
う
♥

こ
れ
か
ら
も
２
人
仲
良
く
ね
。

浜田　蒼
そ ら

空ちゃん 泉　圭
けいすけ

翼ちゃん　侑
ゆうき

輝ちゃん

志賀町職員採用候補者試験を実施します

職　種 採用予定人員 受　験　資　格

一般事務職
（Ａ）

３人 昭和60年４月２日から平成５年４月１日までに生まれた人

一般事務職
（Ｂ）

１人
昭和46年４月２日以降に生まれた人(39歳以下)で、厚生労働省公認の手話通
訳士または都道府県認定（登録）の手話通訳者の資格を有する人、または平
成23年春季までに取得する見込みの人

薬　剤　師
（富来病院）

１人
昭和41年４月２日以降に生まれた人（44歳以下）で、薬剤師の免許を有する
人、または平成２３年春季までに取得する見込みの人

看　護　師
（富来病院）

３人
昭和41年４月２日以降に生まれた人（44歳以下）で、看護師の免許を有する
人、または平成23年春季までに取得する見込みの人

◆試験期日および会場
　１次試験　　期日：平成22年９月19日（日）　会場：志賀町役場
　２次試験　　１次試験合格者に別途通知します。平成22年10月中旬頃予定。
◆試験科目　　１次試験　　教養試験（薬剤師および看護師受験者除く）、作文試験、適性検査
　　　　　　　２次試験　　面接試験
◆必要な書類　　
　①　受験申込書（規定用紙）
　②　身上調書（規定用紙）
　③　最終学校の卒業証明書（または卒業見込証明書）
　④　写真１枚（縦４㎝×横３㎝）　※身上調書に貼付してください。
　⑤　資格免許を有する職種は、資格免許の写しまたは取得見込み証明書
　※書類①・②の交付は、志賀町総務課および富来支所、郵便およびホームページで取り扱いします。
　志賀町ホームページ：http://www.town.shika.lg.jp
◆書類の提出期間および提出方法
　①　提出期間：平成22年７月20日（火）から平成22年８月20日（金）まで
　②　提出期間内に志賀町総務課へ提出すること
　③　郵送による提出の場合は、封筒の表に「職員採用試験申込書」と朱書きし、簡易書留で郵送すること。
　　　（平成22年８月20日付の消印のあるものまで受理します）
◆お問い合わせ先　詳細については、お問い合わせください。

志賀町総務課　総務人事担当　☎３２ ‒ ９３１１　IP ８ ‒ ３２ ‒ ９３１１

志賀町では平成23年４月１日から勤務していただく職員の採用候補者試験を次のとおり実施します。

(０歳） (２歳）

　

開開　　
催催　　
日日
：
平
成

：
平
成
2222
年年
88
月月
11
日
（
日
）

日
（
日
）

　

開
催
場
所

開
催
場
所
：
志
賀
町
役
場
お
よ
び

：
志
賀
町
役
場
お
よ
び

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

道
の
駅

道
の
駅
こ
ろ
柿
の
里
し
か
周
辺

こ
ろ
柿
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